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■ 鹿屋市ホームページ
 http://www.e-kanoya.net/
■ 鹿屋市公式 facebook
 https://www.facebook.com/
 Kanoya.City
■ 鹿屋市ラジオ広報番組
 ＦＭかのや（77.2MHz）
 （月～金曜日、8：05～と16：05～）
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ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」

鹿屋市広報

統計情報

市の花　ばら
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今月のカバー

27 大人の社会見学
サラダごぼう

04 特集
そうだ！山に行こう!!

08 街フォトスクラップ

23 まちの保健室

18 情報掲示板

市民のひろば24

25 マチロク、
地域おこし協力隊かのや活動レポート

明日への扉

やまさき 薫 さん
03

12 祝成人

14 市及び市教育委員会の臨時職員を募集

スポットライト26

17 住民票等の証明書のコンビニ交付開始

103,343人
49,413人
53,930人
45,243世帯
448.33㎢ 

平成29年１月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

リージャン・ロード・クライマー
花は浅いカップ状の半八重咲きで、花も
ちがよく、ティー・ローズ特有の芳香が
ある早咲き品種。大株になるため、植栽
場所には注意が必要です。

（＋ 32）
（＋ 33）
（－ １）
（± ０）

◎上映時間（145分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円

問リナシティかのや　☎0994-35-1001

大ヒット映画「永遠の０」のスタッフが再
集結！誰よりも“日本人の誇り”を追求
し、“海賊”と呼ばれ恐れられた主人公の
国
くにおかてつぞう

岡鐡造と、彼を支える仲間、最愛の妻と
の絆が織りなす重厚な人間ドラマ。

特
別
割
引
券

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

海賊とよばれた男

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

海
賊と
よば
れた
男

〜
３ 17金

杉の芽
吾平町の中岳近くの神社に取材の途中
で立ち寄ったときのこと。ふと苔むし
た切り株に目をやると小さな杉の芽が。
朽ち果てた木の上で生まれた新しい命
に、何とも言えない力強さを感じ写真
に収めました。
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明⽇への

扉

Ｆ
Ｍ
か
の
や
（
77
・
２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

２
月
27
日（
月
）９
時
５
分
か
ら

や
ま
さ
き 

薫
さ
ん
が

出
演
（予定）

「シルクスクリーンの魅力は、買ってきた物ではなく、使っ
ている物にプリントできること」と話すやまさきさん。家に
あるＴシャツやバッグを持ち込んでプリントできるワーク
ショップも行っている。　http://yamasakikaoru.net

No.27

やまさき 薫
かおる

 さん

絵とデザインに

人の想いを乗せて

　

小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
い
た
り
、
も
の

を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
高

校
時
代
も
美
術
部
に
所
属
し
て
い
ま
し

た
。
雑
誌
を
見
て
い
て
「
こ
の
広
告
や
雑

誌
の
誌
面
は
誰
が
つ
く
る
ん
だ
ろ
う
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
分
野

が
職
業
と
し
て
多
岐
に
渡
っ
て
存
在
す
る

こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
こ
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
に
は
東
京
が
い
い
と

い
う
恩
師
の
言
葉
も
あ
り
、
大
学
進
学
で

上
京
。大
学
時
代
は
教
育
学
を
学
ぶ
傍
ら
、

入
学
当
初
か
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

研
究
室
に
入
り
、
学
内
外
で
積
極
的
に
制

作
・
発
表
し
ま
し
た
。
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
の
技
法
も
そ
の
頃
か
ら
独
学
で
学
び
始

め
ま
し
た
。
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
は
版
画

の
技
法
で
す
が
、
イ
ン
ク
の
違
い
等
で
紙

や
布
、
革
、
ガ
ラ
ス
に
も
プ
リ
ン
ト
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
上
の
作
業
よ
り
も
、
手

を
動
か
し
て
つ
く
る
表
現
の
奥
深
さ
、
汎

用
の
幅
広
さ
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
入
社
。

仕
事
を
し
な
が
ら
も
個
人
で
の
活
動
も
積

極
的
に
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

勤
め
て
い
た
会
社
が
経
営
悪
化
で
解
散
。

消
費
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
づ
く
り
の
し
く

み
の
中
で
は
、
長
く
こ
の
仕
事
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
実
感
し
、
独
立

し
て
フ
リ
ー
で
イ
ラ
ス
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の

仕
事
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

独
立
後
は
企
画
段
階
か
ら
お
客
様
と
一

緒
に
考
え
た
り
、
絵
と
デ
ザ
イ
ン
を
ト
ー

タ
ル
で
提
案
す
る
な
ど
、
自
分
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
表
現
方
法
を
模
索
し
続
け
ま
し

た
。
現
在
、
店
舗
用
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
制
作

で
は
、
ロ
ゴ
や
雰
囲
気
を
表
現
す
る
イ
ラ

ス
ト
を
入
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
看
板
の
制

作
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
場
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
と
、
ト
ー
タ
ル
で
お
客
様
の
想

い
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
様
々
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
表
現
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
表
現
分
野
は
多
岐
に
渡
り

ま
す
が
、
本
質
や
目
的
を
整
理
し
、
目
的

達
成
の
た
め
に
伝
え
た
い
こ
と
を
よ
り
良

い
形
で
表
現
す
る
、と
い
う
根
幹
は
一
緒
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

は
、
人
が
新
し
く
何
か
を
始
め
る
こ
と
や

そ
の
想
い
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

一
緒
に
形
に
し
て
い
け
る
と
こ
ろ
が
、
大

き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
お
陰

で
、
場
所
に
あ
ま
り
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
良
さ
を
活
か
し
て
、
ご
縁
の
あ
る
様
々

な
人
・
物
・
場
の
架
け
橋
と
な
り
、
本
当

の
価
値
や
豊
か
さ
を
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で

伝
え
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
は
、

私
の
好
き
な
場
所
や
守
り
た
い
原
風
景
の

あ
る
、
鹿
屋
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と

で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭和56年鹿屋市生まれ。鹿屋高校卒業後、東京学芸大学に進学。平成
17年からフリーのデザイナー・イラストレーター・シルクスクリーン
作家として活動。平成26年に東京都小

こ が ね い

金井市内に工房兼ショップ「ヤ
マコヤ」をオープン。同市で夫と２児の４人暮らし。（35歳）
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そ
う
だ
！

　
    

に
行
こ
う

に
行
こ
う
!!!!

　

鹿
屋
市
に
は
、
通
年
登
山
と
美
し
い
眺
望
を
楽
し
め
る
貴
重
な
山
が
存
在
し
ま
す
。
３

　

鹿
屋
市
に
は
、
通
年
登
山
と
美
し
い
眺
望
を
楽
し
め
る
貴
重
な
山
が
存
在
し
ま
す
。
３

月
下
旬
に
行
わ
れ
る
山
開
き
及
び
安
全
祈
願
祭
を
前
に
、
今
回
は
、
大
隅
半
島
の
名
山
と

月
下
旬
に
行
わ
れ
る
山
開
き
及
び
安
全
祈
願
祭
を
前
に
、
今
回
は
、
大
隅
半
島
の
名
山
と

し
て
名
高
い
「
高
隈
山
」
と
、
吾
平
富
士
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「

し
て
名
高
い
「
高
隈
山
」
と
、
吾
平
富
士
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
中中な

か
た
け

な
か
た
け岳岳

」
の
２
つ
の

」
の
２
つ
の

登
山
コ
ー
ス
と
山
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

登
山
コ
ー
ス
と
山
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

盆山

スマン峠

小箆柄岳

大箆柄岳

横岳 平岳 御岳

中岳

二子岳白山
妻岳

瀬戸山神社

高
隈
山

高
隈
山

標高 1,000 ｍを超える峰
○大箆柄岳：1,237 ｍ
○御岳　　：1,182 ｍ
○小箆柄岳：1,149 ｍ
○妻岳　　：1,147 ｍ
○二子岳　：1,107 ｍ
○平岳　　：1,105 ｍ
○横岳　　：1,094 ｍ

「高隈竜王大権現」の碑が建つ御岳山頂からの眺望「高隈竜王大権現」の碑が建つ御岳山頂からの眺望
左に二子岳、中央は妻岳、その奥には桜島が見える左に二子岳、中央は妻岳、その奥には桜島が見える

テレビ塔下登山口前の登山客

御岳

鹿屋体育大学前交差点

テレビ塔下
登山口

海道町入口バス停

鳴之尾牧場

白滝

●標高
　1,182m

●所要時間（往復）
　 約２時間 45分

●とっておき情報
　 ３月末までにテレビ
塔下登山口の駐車
場整備を行う予定

高隈山登山（テレビ塔下登山口～御岳） Infomation

問市ふるさとＰＲ課（２階）　☎ 0994-31-1121

　

高
隈
山
は
、
鹿
屋
市
と
垂
水
市

の
境
界
付
近
に
横
た
わ
る
、
大
隅

隅
半
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る

山
々
の
総
称
で
す
。
鹿
児
島
県
内

で
は
、
屋
久
島
、
霧
島
山
に
次
ぐ

高
山
群
で
、
大お
お
の
が
ら
だ
け

箆
柄
岳
を
主
峰

に
、
御お
ん
た
け岳

、
小こ

の
が
ら
だ
け

箆
柄
岳
、
妻つ

ま
だ
け岳

、

二ふ
た
ご
だ
け

子
岳
、
平ひ

ら
だ
け岳

、
横よ

こ
だ
け岳

と
い
っ
た
標

高
１
，
０
０
０
ⅿ
を
超
え
る
７
つ
の

峰
を
は
じ
め
、
大
小
様
々
な
峰
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
あ
る
高
隈
山

 

大
箆
柄
岳
の「
箆
」
は「
ス
ズ
タ

ケ
」
の
意
味
で
、
地
元
で
は「
柄ガ
ラ

」
と

も
呼
び
、
一
帯
が
ス
ズ
タ
ケ
に
覆
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
古
く
か
ら
の
霊
山
で
修
験
道
の

本
山
と
し
て
山
伏
た
ち
の
修
行
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
妻
岳
は

昔
、「
ス
マ
ン
岳（
須す
ま
だ
け

摩
岳
）」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。「
ス
マ
ン
」
の
語

源
は「
角
」・「
隅
」
で
、
そ
の
麓

の
峠
が「
ス
マ
ン
峠
」で
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
高
隈
山

の
峰
々
を
渡
る
岳
参
り
が
盛
ん
に

な
り
、
そ
の
名
残
と
し
て
各
峰
に

は
今
も
多
く
の
石
の
祠
ほ
こ
ら

が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

登
山
ル
ー
ト

　

登
山
ル
ー
ト
は
、
各
方
面
か
ら

設
け
ら
れ
て
お
り
、
縦
走
も
可
能

で
す
が
、
一
般
的
に
は
御
岳
登
山

と
大
箆
柄
岳
登
山
が
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

→
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大隅エコツアーネイチャー

ガイド 江口 智
ともあき

昭 さん

子ども連れも多い御岳登山子ども連れも多い御岳登山白滝白滝 テレビ塔下登山口前の登山客テレビ塔下登山口前の登山客

高隈山は楽しみ方も豊富！

高隈山は植物が豊富です。
高隈山で発見されたも

のや固有種もあり、タカクマ
ホトトギスなど「タカクマ」の
名が付く植物が９つあります。
また、広葉樹ブナの南限の地
としても知られています。

　地質も、頁
けつがん

岩・砂
さが ん

岩・花
かこうがん

崗岩
と豊富で、山水画のように見
えるスポットもあります。美
しい沢もたくさんあり、沢登
りにも適しています。
　山頂からは志布志湾も錦江
湾も見渡せます。肝属平野は

もちろん霧島連山、雲が無け
れば屋久島まで見えます。
　高隈山は登山口が近いので、
朝その日の天気を見てから登
れますし、自分に合ったルー
トを選べるのもいいですね。
　本当にいい山だと思います。

タカクマホトトギスタカクマホトトギス

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

　

な
か
で
も
御
岳
は
、
テ
レ
ビ
塔
下

の
登
山
口（
５
合
目
）
ま
で
舗
装
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ル
ー
ト

を
利
用
す
る
登
山
者
が
最
も
多
く
、

人
気
が
あ
り
ま
す
。
所
々
難
所
も
あ

り
ま
す
が
、
全
般
的
に
よ
く
整
備
さ

れ
て
お
り
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ず

に
初
心
者
で
も
登
れ
る
ル
ー
ト
で

す
。
頂
上
か
ら
見
る
３
６
０
度
の
パ

ノ
ラ
マ
は
絶
景
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
幾
つ
も
の
尾
根
を
渡

れ
る
縦
走
も
魅
力
。
い
つ
か
は
挑
戦

し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
高
隈

山
の
魅
力

　

学
術
的
に
も
貴
重
な
山
で
、
全
国

に
16
か
所
し
か
な
い「
森
林
生
物
遺

伝
資
源
保
存
林
」
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
高
隈
山
特
有
の
多
様
な
植
物

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

オ
ノ
ガ
ラ
沢
・
オ
ン
タ
ケ
沢
な
ど
、

九
州
で
も
第
一
級
の
美
し
い
沢
や
、

万ま
ん
た
き滝

・
白し

ら
た
き滝

・
赤あ

か
ま
つ
だ
き

松
滝
な
ど
の
大
き

な
滝
が
あ
る
の
も
魅
力
で
す
。

　

毎
年
３
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
山
開

き
で
は
、
御
岳
山
頂
で
登
山
者
の
安

全
が
祈
願
さ
れ
ま
す
。
絶
景
の
中
で

執
り
行
わ
れ
る
厳
か
な
神
事
に
、
登

山
者
と
し
て
一
度
は
参
加
し
て
み
た

い
も
の
。
今
年
は
３
月
26
日（
日
）

に
開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。（
募
集
記
事
は
21
ペ
ー
ジ
）

建
て
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
聞
い

建
て
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を
聞
い

た
藩
主
島
津

た
藩
主
島
津
重し

げ
ひ
で

し
げ
ひ
で豪

は
仲
左
衛
門
を

は
仲
左
衛
門
を

奉ぶ
ぎ
ょ
う

ぶ
ぎ
ょ
う行

に
取
り
立
て
て
、
寛
政
５
年

に
取
り
立
て
て
、
寛
政
５
年

（
１
７
９
３
年
）
の
春
、
神
人
の
た
め

（
１
７
９
３
年
）
の
春
、
神
人
の
た
め

に
「
に
「
石

せ
き
し
ょ
う
じ
ん
じ
ゃ

せ
き
し
ょ
う
じ
ん
じ
ゃ

照
神
社

照
神
社
」
を
建
立
さ
せ
た
と

」
を
建
立
さ
せ
た
と

あ
り
ま
す
。
石
照
神
社
は
大
隅
湖
登

あ
り
ま
す
。
石
照
神
社
は
大
隅
湖
登

山
口
か
ら

山
口
か
ら
3030
分
程
登
っ
た
所
に
、
今

分
程
登
っ
た
所
に
、
今

で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

七
岳
参
り
・

七
岳
参
り
・
近近ち

か
と

み

や

ち

か
と

み

や

戸
宮
戸
宮

三
所
権
現
社
参
り

三
所
権
現
社
参
り

　

「
高
隈
郷
」の
項
に
は
、
毎
年
３
月

　

「
高
隈
郷
」
の
項
に
は
、
毎
年
３
月

４
日
、
近
隣
の
村
の
男
女
が
山
中
で

４
日
、
近
隣
の
村
の
男
女
が
山
中
で

七
岳
参
り
を
す
る
と
あ
り
、
七
岳
と

七
岳
参
り
を
す
る
と
あ
り
、
七
岳
と

は
、
は
、
盆ぼ

ん
さ
ん

ぼ
ん
さ
ん山

、
大
箆
柄
岳
、
小
箆
柄

、
大
箆
柄
岳
、
小
箆
柄

岳
、
妻
岳
、
御
岳
（

岳
、
妻
岳
、
御
岳
（
權ご

ん
げ
ん
だ
け

ご
ん
げ
ん
だ
け

現
岳
現
岳
）
、
中
岳
、

）
、
中
岳
、

近
戸
宮
と
し
て
い
ま
す
。
御
岳
、
中

近
戸
宮
と
し
て
い
ま
す
。
御
岳
、
中

岳
、
近
戸
宮
に
は
權
現
が
祀
ら
れ
て

岳
、
近
戸
宮
に
は
權
現
が
祀
ら
れ
て

あ
り
、
そ
れ
以
外
は
樹
木
を
も
っ
て

あ
り
、
そ
れ
以
外
は
樹
木
を
も
っ
て

ご
神
体
と
し
た
と
あ
り
ま
す
。

ご
神
体
と
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

「
鹿
屋
郷
」の
項
に
よ
る
と
、
御
岳

　

「
鹿
屋
郷
」
の
項
に
よ
る
と
、
御
岳

に
立
に
立
藏
權
現
社
、
中
岳
に

權
現
社
、
中
岳
に
藏ざ

お

う

ざ

お

う王
權
現
權
現

社
が
祀
ら
れ
、
他
の
山
は
険
し
い
た

社
が
祀
ら
れ
、
他
の
山
は
険
し
い
た

め
に
山
麓
に
「
近
戸
宮
」
を
立
て
て
、

め
に
山
麓
に
「
近
戸
宮
」
を
立
て
て
、

参
詣
の
利
便
性
を
良
く
し
、
こ
れ
ら

参
詣
の
利
便
性
を
良
く
し
、
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
て
「
近
戸
宮
三
所
權
現
」

を
合
わ
せ
て
「
近
戸
宮
三
所
權
現
」

と
呼
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。祭
日
に
は
、

と
呼
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。祭
日
に
は
、

参
詣
者
が
約
３
０
０
～
４
０
０
人
程

参
詣
者
が
約
３
０
０
～
４
０
０
人
程

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

高
隈
参
詣
に
は
完
全
版
と
短
縮
版
が

高
隈
参
詣
に
は
完
全
版
と
短
縮
版
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

『
三
国
名
勝
図
会
』
は
、
天
保

　

『
三
国
名
勝
図
会
』
は
、
天
保
1414

年
（
１
８
４
３

年
）
、

薩

摩

藩

主

年
（
１
８
４
３

年
）
、

薩

摩

藩

主

島し
ま
づ
な
り
お
き

し
ま
づ
な
り
お
き

津
斉
興

津
斉
興
の
命
に
よ
り
、
薩
摩
国
・

の
命
に
よ
り
、
薩
摩
国
・

大
隅
国
・

大
隅
国
・
日ひ

ゅ
う
が

ひ
ゅ
う
が向

国
の
旧
所
名
跡
を

国
の
旧
所
名
跡
を

編へ
ん
さ
ん

へ
ん
さ
ん纂

し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
島
津

し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
島
津

久ひ
さ
み
つ

ひ
さ
み
つ光

に
よ
る
校
正
を
経
て
、
明
治

に
よ
る
校
正
を
経
て
、
明
治
3838

年
（
１
９
０
５
年
）
に
出
版
さ
れ
た

年
（
１
９
０
５
年
）
に
出
版
さ
れ
た

地
誌
で
す
。『
三
国
名
勝
図
会
』に
は
、

地
誌
で
す
。『
三
国
名
勝
図
会
』に
は
、

高
隈
山
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が

高
隈
山
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

高
隈
山
で
神
人
に
出

高
隈
山
で
神
人
に
出

会
い
珠
を
授
か
った
男

会
い
珠
を
授
か
った
男

　

寛か
ん
せ
い

か
ん
せ
い政

の
初
め
の
頃
、
高
隈
山
に

の
初
め
の
頃
、
高
隈
山
に

登
っ
た

登
っ
た
兒こ

だ

ま

な

か

ざ

え

も

ん

こ

だ

ま

な

か

ざ

え

も

ん

玉
仲
左
衛
門

玉
仲
左
衛
門
が
、
神
人
に

が
、
神
人
に

出
会
い
、
珠
を
授
か
っ
た
と
い
う
逸

出
会
い
、
珠
を
授
か
っ
た
と
い
う
逸

話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲
左
衛

話
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
仲
左
衛

門
は
神
人
を
祀
る
た
め
石
の
祠
を

門
は
神
人
を
祀
る
た
め
石
の
祠
を

▲▲ 近戸宮は現在の 近戸宮は現在の瀬瀬
せ と や ませ と や ま

戸山戸山神社（上神社（上
祓川町）にあったと伝えられ祓川町）にあったと伝えられ
る。（瀬戸山神社手前を西に進る。（瀬戸山神社手前を西に進
むと上祓川登山口がある。）むと上祓川登山口がある。）

　

『三さ
ん
ご
く
め
い
し
ょ
う
ず
え

国
名
勝
図
会
』
に
見
る
高
隈
山

立
藏
權
現

藏
王
權
現 近

戸
宮
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り
続
け
て
山
頂
ら
し
き
と
こ
ろ
に
到

達
し
ま
す
が
、
そ
こ
は
山
頂
で
は
な

く「
前ま
え
た
け岳

」（
標
高
６
５
９
ｍ
）
の
頂

上
。
し
か
し
、
こ
の「
前
岳
」
か
ら

の
見
晴
ら
し
は
大
変
良
く
、
眼
下
に

は
神
野
地
区
、そ
の
奥
に
肝
属
平
野
、

そ
し
て
錦
江
湾
が
見
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
こ
か
ら
一
旦
く
だ
り
、

　

吾
平
町
神
野
に
あ
る
中
岳
は
、

円え
ん
す
い錐

状
の
美
し
い
山
で
、「
吾
平
富

士
」・「
神
野
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
、

神
野
だ
け
で
な
く
、
吾
平
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
登
山
客
は
訪
れ
て
い
ま
し

た
が
、
登
山
道
が
あ
ま
り
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
山
中
は
う
っ
そ
う
と
し

て
お
り
、
一
般
の
登
山
者
に
は
難
所

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年

度
、
地
元
有
志
に
よ
り
、
登
山
道
の

整
備
作
業
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
３

月
に
中
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　

登
山
口
は
吾
平
町
浄
水
場
水
源
地

付
近
で
、
そ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
の
登

山
道
は
、
山
の
形
状
の
と
お
り
険
し

い
道
の
り
。
途
中
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
立
つ
老
木
と
苔
む
し
た
巨
大
な
倒

木
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
延
々
と
登

　旧神野小・中学校の校歌で、最初に謳
われたのは「中岳」。この歌のとおり、神
野に暮らす人々は、遠い昔から、目の前
に高くそびえる美しき山を毎日のよう仰
ぎ見て、敬い、親しんできたのだろう。

達
し
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
は
北
東
方
向
に
志
布

志
湾
、
南
西
方
向
に
知ち
り
ん
が
し
ま

林
ヶ
島
や

開か
い
も
ん
だ
け

聞
岳
が
望
め
ま
す
。

見晴らしの良い「前岳」からの眺望
左は高隈山、中央奥には錦江湾を経て霧島山が見える

登山道に丁寧に設置された階段

　
『
三
国
名
勝
図
会
』
に
よ
れ
ば
、

昔
は
「
東
中
岳
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
山
頂
に
藏
王
權
現
が
祀
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。（
現
在

は
「
中
嶽
神
」
の
碑
が
建
つ
。）

　

地
頭
館
（
現
在
の
吾
平
麓
バ
ス

停
前
の
空
き
地
）
か
ら
東
南
の
方

向
に
見
え
た
雄
大
な
山
は
、
古
く

か
ら
信
仰
の
対
象
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。

再
び
急
な
坂
道
を
30
分
ほ
ど

登
る
と
、
よ
う
や
く
中
岳
の

山
頂（
標
高
６
７
７
ｍ
）
に

旧神野小・中学校の校歌

中
岳
中
岳

姶良川から望む中岳姶良川から望む中岳
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中
岳
と
と
も
に
楽
し
め
る

４
つ
の
滝

　

中
岳
の
麓
に
は
神
野
渓
流
の
４
つ

の
滝
が
あ
り
ま
す
。
登
山
口
と
中
岳

を
往
復
す
る
登
山
コ
ー
ス
以
外
に
、

中
岳
登
山
と
セ
ッ
ト
で
、
こ
の
４
つ

の
滝
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

○
杖つ
え
た立

て
の
滝

　

林
道
も
無
い
昔
、
谷
川
沿
い
に
登

山
道
が
あ
り
、
山
仕
事
に
行
く
人
や

登
山
客
等
が
そ
の
周
辺
の
景
観
に

惚
れ
、
杖
を
止
め
て
眺
め
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
地
名
も

「
杖つ
え
た
て
ば
る

立
原
」と
言
い
ま
す
。

○帽子
○リュックサック
○登山服
○手袋
○トレッキングポール（ストック）
○登山靴

※ リュックサックには、水筒（水）、防寒着、
着替え、タオル、雨具、トイレットペー
パー、救急セット（ばんそうこうなど）、
携帯電話、非常食・行動食、地図、コ
ンパスなどを入れよう！

○
一い

っ
ぽ
ん
ま
つ

本
松
の
滝

　

滝
の
近
く
に
一
本
の
黒
松
の
大
木

が
あ
り
、
こ
の
名
が
付
い
た
と
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
滝
の
上
に
は
大
き
な

岩
が
あ
り
、
そ
の
岩
に
セ
キ
レ
イ
と

い
う
鳥
が
巣
作
り
を
す
る
こ
と
か

ら
、
別
名「
セ
キ
レ
イ
の
滝
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。

○
特と
っ
こ
う攻

の
滝

　

太
平
洋
戦
争
中
、
こ
の
滝
の
上
に

飛
行
機
が
墜
落
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
付
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ

の
残
骸
を
拾
い
に
来
た
古
物
商
が
足

を
滑
ら
せ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
悲

し
い
言
い
伝
え
の
あ
る
滝
で
も
あ
り

ま
す
。

○
お
し
ど
り
の
滝

　

滝
の
中
央
に
き
れ
い
な
淵
が
あ

り
、
お
し
ど
り
が
飛
来
し
遊
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
付
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
滝
の
周
辺
に
は
エ
サ
と

な
る
木
の
実
を
実
ら
せ
る
樹
木
が

立
っ
て
い
ま
す
。

会長   上
うえのはら

之原 昇
のぼる

 さん

神野町内会

阿
あ た

多 久
ひさ み

美 さん
中岳登山ボランティアガイド

年の10月から約半年かけて作業を行いました。
　苦労したのが材料や道具の搬入でした。階段に使用す
るため、背中に２ｍぐらいの丸太を５本背負って歩くの
はつらかったですね。防腐処理された丸太は重いのです。
おまけに整備前なので、途中で木々に引っかかって、な
かなか思うようにはいきませんでした。そんな苦労を乗
り越えて、登山道が完成した時は本当に嬉しかったです
ね。協力してくれた皆さんのお陰だと思います。

中岳登山道整備のメ
ンバーは５人～ 10

人程度で、仕事を引退し
た60歳～ 70歳代が中心
でした。平成27年６月頃、
必要な階段や看板の数・
設置か所等を調べるため
に現地調査を行い、この

を利用したものです。これは「枯
こそんぼく

損木」と言って腐らない
もの。階段の一部にも利用しています。
　中岳の登山口は神野の集落の近くで、すぐ登れるのが
魅力。見晴らしもよく、美しい滝もあります。整備して
から神野を訪れる人が増えました。神野に住む人間とし
て大変嬉しいですね。自分たちで整備した登山道なので
愛着もあります。市内外から訪れる登山客のためにも、
これからも登山道を見守っていきたいと思っています。

登山道に設置した階
段は662段。当初

300段と見積もっていた
のですが、登山者のこと
を考えて作業を行った結
果です。山頂や休憩所に
ある丸太のベンチは、芯
だけ残った枯れたヒノキ

山を楽しむための必須アイテム

自慢の登山道です！

中岳

吾平自然公園
旧神野小・中学校

永野牧バス停

登山口
浄水場水源地

杖立ての滝
一本松の滝
特攻の滝
おしどりの滝

●標高
　677m

●所要時間（往復）
　約２時間 30分

●とっておき情報
 　 中岳・滝巡りのセッ
トコースは約３時間
30分

中岳登山 Infomation

問美里吾平コミュニティ協議会  ☎ 0994-58-6566

そうだ！ に行こう!!

特攻の滝

杖立ての滝
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大
会
新
記
録
で
２
年
ぶ
り
10
回
目
の
優
勝
！

　

１
月
29
日
、
霧
島
市
で
第
30
回

鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競

走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
出
身
選
手
と
鹿
屋
体
育

大
学
の
学
生
で
構
成
さ
れ
た
肝
属

チ
ー
ム
は
、
３
区
で
先
頭
に
た
つ

と
、
首
位
を
一
度
も
譲
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
。

　

２
年
前
に
同
チ
ー
ム
が
記
録
し

た
タ
イ
ム
を
29
秒
上
回
る
１
時
間

９
分
20
秒
の
大
会
新
記
録
で
、
２

年
ぶ
り
10
回
目
の
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

１
月
24
日
、
鹿
屋
養
護
学
校

で
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
大
和
選

手
と
森も
り
こ
し
ゆ
う
と

越
祐
人
選
手
に
よ
る
講
話

や
児
童
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
選
手
は
約

１
８
０
人
の
児
童
生
徒
を
前
に
野

球
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
述
べ
た

後
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
回
答
で
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
と

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
練
習
も
行
わ
れ
、
会
場
は
終

始
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
、
新
年
を
迎
え
、
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
思
い
を
新
た
に
す

る「
け
い
こ
始
め
式
」が
市
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
33

競
技
団
体
か
ら
約
６
０
０
人
が
参

加
。
体
育
功
労
者
、
優
秀
ス
ポ
ー

ツ
選
手
、
社
会
体
育
優
良
団
体
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
功
労
指
導
者
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団
体
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
後
、
各
競
技
ご

と
に
初
げ
い
こ
で
汗
を
流
し
、
今

年
一
年
の
健
闘
と
飛
躍
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

新
た
な
気
持
ち
で
汗
を
流
す

プ
ロ
野
球
選
手
と
交
流

スポーツ

　

１
月
22
日
、
鹿
屋
体
育
大
学

で
、
大
隅
地
区
の
小
・
中
・
高
・

大
学
の
野
球
チ
ー
ム
の
指
導
者

が
一
堂
に
集
う
研
修
会「
大
隅

地
区
野
球
を
語
る
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
國
學

院
大
学
野
球
部
の
鳥と
り
や
ま
や
す
た
か

山
泰
孝
監

督
ら
の
実
技
指
導
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
隅
の
野
球
発
展
の
た
め
研
修
会

　

１
月
17
日
、
韓
国
中
央
看
護

大
学
の
学
生
が
地
域
医
療
視
察

研
修
の
た
め
市
内
の
病
院
を
訪

れ
ま
し
た
。
学
生
ら
は
市
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
医
療

介
護
現
場
に
お
け
る
看
護
師
の

役
割
と
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ

心
身
の
錬
磨
・
技
術
向
上
を
目
指
す

 

１
月
21
日
・
22
日
、
市
武
道

館
で「
鹿
児
島
県
地
方
青
少
年

空
手
道
錬
成
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
青
少
年
に
対
し
、
全

空
連
空
手
道
の
正
し
い
理
解

と
、
心
身
の
錬
磨
・
技
術
向
上
・

相
互
親
睦
を
図
る
た
め
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

福　祉
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１
月
６
日
、
業
務
用
惣
菜
食
品

の
製
造
を
行
う
株
式
会
社
鹿
鳥
食

品
と
市
と
の
立
地
協
定
調
印
式
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
事
業
計
画
は
、
田
崎
町
で
現
在

稼
動
し
て
い
る
工
場
の
敷
地
内
に

約
２
，
３
０
０
㎡
の
工
場
を
増
設

す
る
も
の
で
、
投
資
額
は
約
10
億

円
。
２
月
に
着
工
し
、
10
月
の
操

業
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新

規
雇
用
は
約
30
人
が
計
画
さ
れ
て

お
り
、
雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

鹿
鳥
食
品
が
工
場
を
増
設

　

12
月
26
日
〜
28
日
、
東
京
都
の

本
郷
学
園
と
神
奈
川
県
の
湘
南
学

園
の
生
徒
が
鹿
屋
市
で
視
察
研
修

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
東

京
都
で
開
催
さ
れ
た
、
首
都
圏
の

中
高
生
が
鹿
屋
市
の
課
題
に
つ
い

て
解
決
策
を
提
案
す
る
発
表
会

で
、
本
郷
学
園
が
最
優
秀
賞
、
湘

南
学
園
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た
も

の
。
期
間
中
、
生
徒
ら
は
研
究
内

容
の
発
表
や
鹿
屋
女
子
高
校
と
の

交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、
市
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
で
、「
腸
の
健
康
の
た
め
の
講

演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

消
化
器
が
ん
検
診
推
進
機
構
会
長

の
草く
さ
の
け
ん

野
健
氏
が「
絶
好『
腸
』
で
心

と
体
を
健
康
に
」
と
題
し
て
講
演

し
、
栄
養
豊
富
な
地
元
の
食
材
を

よ
く
噛
ん
で
味
わ
っ
て
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
で
、
胃
腸
が
ス
ム
ー

ズ
に
動
き
、
全
身
の
健
康
に
つ
な

が
る
こ
と
や
検
診
も
大
事
と
力

説
。
参
加
者
は
例
を
交
え
た
講
師

の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
、市
文
化
会
館
で「
鹿

屋
市
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
４

月
か
ら
新
し
い
介
護
保
険
制
度
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ

た
も
の
。
制
度
概
要
や
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
紹
介
さ
れ

た
後
、
地
域
の
支
え
合
い
を
テ
ー

マ
に
、
さ
わ
や
か
福
祉
財
団
会
長

の
堀ほ
っ
た
つ
と
む

田
力
さ
ん
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、市
文
化
会
館
で「
第

21
回
鹿
屋
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
・

家
庭
教
育
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
に
先
立
ち
、
地
域
学

校
協
働
活
動
の
文
部
科
学
大
臣
表

彰
伝
達
や
優
良
少
年
少
女
団
体
の

県
教
育
委
員
会
表
彰
伝
達
、
市

社
会
教
育
功
労
者
・
団
体
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た「
家
庭

に
お
け
る
親
子
の
関
わ
り
方
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
で
は
、
約

８
０
０
人
の
参
加
者
が
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
〜
29
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ

か
の
や
で
「
第
35
回
鹿
屋
市
美
術

展
・
ジ
ュ
ニ
ア
展
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
賞
作
で
あ
る
間ま
せ
だ
ふ
み
こ

世
田
文
子
さ

ん
の
作
品
「
３
・
11
パ
ー
ト
Ⅰワ
ン

」
な

ど
、
応
募
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
た
ほ
か
、昨
年
11
月
に
亡
く
な
っ

た
元
市
美
展
審
査
員
・
宍し
し
の野

勝し
ょ
う
ぶ
ん文

さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
力
作
ぞ
ろ
い
の
作

品
に
、
時
折
足
を
止
め
な
が
ら
感

動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

首
都
圏
の
中
高
生
が
鹿
屋
を
視
察

行　政

腸
を
健
康
に
し
て
絶
好
調
に

支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

親
子
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

講　演

個
性
あ
ふ
れ
る
芸
術
作
品
が
一
堂
に

産　業

文　化
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1
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
、

串
良
総
合
支
所
周
辺
の
約
９
０
０

ｍ
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
「
く
し

ら
二
十
三
や
市
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
約
３
０
０
年
前
か

ら
続
く
大
隅
地
方
に
春
を
告
げ
る

伝
統
行
事
。

　

当
日
は
県
内
外
か
ら
植
木
や
花

木
、
刃
物
、
陶
器
、
衣
類
な
ど
約

３
０
０
店
舗
が
出
店
。
ま
た
、
消

防
音
楽
隊
パ
レ
ー
ド
や
カ
ン
パ
チ

解
体
シ
ョ
ー
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

新
春
名
物
市
「
く
し
ら
二
十
三
や
市
」

　

１
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、

吾
平
町
麓
の
鵜
戸
神
社
前
か
ら
吾

平
町
商
店
街
約
３
０
０
ｍ
を
歩
行

者
天
国
に
し
て
、
県
内
で
最
も
早

い
木
市
で
あ
る
「
名
物
あ
い
ら
木

市
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
商
店
街
や
県
内
外
か

ら
、
植
木
や
苗
木
、
地
元
特
産
品

な
ど
約
50
店
舗
が
出
店
。
ま
た
、

歌
謡
シ
ョ
ー
や
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
買
い
物

客
が
早
春
の
木
市
祭
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

県
内
で
最
も
早
い
「
名
物
あ
い
ら
木
市
祭
」

　

１
月
21
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
で「D

デ
ュ
オ

uo S

シ
レ
ー
ヌ

irene

×D

デ
ュ
オ

uo R

リ
ア
ン

ian

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
市
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
市
出
身
の
フ
ル
ー
ト
・
ハ
ー
プ

の
デ
ュ
オ「S

irene

」と
、
県
内
で
活
動
す
る
ピ
ア
ノ
・

マ
リ
ン
バ
の
デ
ュ
オ「R

ian

」
が
出
演
。
約
３
０
０
人

の
来
場
者
は
、
４
つ
の
楽
器
が
奏
で
る
音
楽
や
、
各

楽
器
の
演
奏
体
験
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

４
つ
の
楽
器
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
響
く

　

１
月
29
日
、
市
内
飲
食
店
で
「
お
お
す
み
食
の
Ｅエ

ク
スＸ

ＰポＯ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
流
の
料
理
人

に
食
材
の
宝
庫
で
あ
る
大
隅
の
農
畜
産
物
な
ど
を
使
っ

た
新
メ
ニ
ュ
ー
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
も
ら
い
、
大
隅
の

食
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
昼
の

部
で
は
料
理
研
究
家
・
門か
ど
く
ら倉

多た

に

あ
仁
亜
氏
、
夜
の
部
は
フ

レ
ン
チ
シ
ェ
フ
・
上か
み
か
き
も
と

柿
元
勝

ま
さ
る

氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

　

参
加
者
は
良
質
な
地
元
食
材
を
使
っ
た
一
流
料
理
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

一
流
料
理
人
が
大
隅
の
魅
力
を
発
信

　
「
第
10
回
春
季
全
日
本
・
第
27
回
全
九
州
小
学
生
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
」
で
優
勝
し
た
田
崎
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
準
優
勝
し
た
下
名
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
、
監
督
ら
が
、
１
月

30
日
市
役
所
を
訪
問
し
、
全
国
大
会
の
出
場
決
定
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
県
代
表
と
し
て
恥
ず
か

し
く
な
い
プ
レ
ー
を
し
た
い
」、「
必
勝
の
意
気
込
み
で

臨
み
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

イベント

来　訪

田崎ソフトボールスポーツ少年団

下名ソフトボールスポーツ少年団
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１
月
29
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で

「
平
成
28
年
度
鹿
屋
市
母
子
寡
婦

福
祉
会
ひ
と
り
金
婚
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
は
、
夫
に

先
立
た
れ
る
な
ど
、
夫
婦
で
結
婚

50
年
を
祝
う
こ
と
が
か
な
わ
な

か
っ
た
女
性
を
対
象
に
、
鹿
屋
市

母
子
寡
婦
福
祉
会
が
開
催
し
た

も
の
。
こ
の
日
は
、
会
員
や
関
係

者
な
ど
約
50
人
が
参
列
す
る
中
、

金
婚
式
を
迎
え
た
５
人
を
お
祝
い

し
、
慶
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

苦
労
を
乗
り
越
え
結
婚
50
年
を
祝
う

　

１
月
27
日
、
大
阪
府
に
拠

点
を
置
く
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
チ
ー
ム「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
パ

ワ
ー
タ
グ
」
の
選
手
７
人
が
、

関
係
者
と
と
も
に
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、同
チ
ー

ム
が
市
内
で
合
宿
し
た
こ
と
に

伴
い
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

プ
ロ
の
自
転
車
チ
ー
ム
が
合
宿

　

12
月
26
日
、
韓
国
体
育
大
学

校
自
転
車
競
技
部
の
選
手
12
人

が
、
関
係
者
と
と
も
に
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
部
が
鹿
屋
体
育
大
学
自
転
車

競
技
部
と
合
同
で
、
市
内
で
合

宿
し
た
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

日
韓
の
体
育
大
学
が
合
同
合
宿

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
国
大
会
で
優
勝

　

１
月
13
日
、
昨
年
11
月
末
か

ら
12
月
上
旬
に
行
わ
れ
た「
第

63
回
秩
父
宮
妃
賜
杯
全
日
本
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
女
子
選
手
権

大
会
」
で
３
年
ぶ
り
３
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
、
鹿
屋
体
育

大
学
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

選
手
、
監
督
ら
が
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
市
体
育
館
で
「
鹿

屋
市
消
防
出
初
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
天
候
が
悪
く
屋

内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
全
47
分
団
の
消
防

団
員
及
び
昨
年
発
足
し
た
女
性
消

防
隊
「
ロ
ー
ズ
隊
」
を
は
じ
め
、

関
係
者
、
一
般
観
覧
者
な
ど
を

含
め
て
、
約
１
，
２
０
０
人
が
参

加
。
式
で
は
、
寿
敬
心
保
育
園
の

園
児
に
よ
る
規
律
訓
練
の
披
露
や

消
防
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
１
年
の
安
全
を
願
っ
て
出
初
式

　

１
月
６
日
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
チ
ー
ム「
チ
ー
ム
ケ
ン
ズ
」の

選
手
、
監
督
ら
が
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
佐さ
と
う
ゆ
か

藤
優
香
選
手
は「
鹿
屋
は

環
境
が
整
っ
て
い
て
練
習
し
や

す
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
チ
ー
ム
が
訪
問

　

１
月
16
日
、
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た「
全
九
州
卓
球
選
手
権

大
会
県
予
選
」
で
優
勝
し
、
長

崎
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
、
鹿
屋

東
中
学
校
男
子
卓
球
部
の
選

手
、
監
督
ら
が
市
役
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。

卓
球
の
県
大
会
で
優
勝

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
訪
問

　

１
月
６
日
、
市
内
で
合
同
合

宿
を
行
う
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の

田
中
英
雄
選
手
ら
鹿
屋
体
育
大

学
出
身
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
５
人
が

市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
田

中
選
手
は「
こ
の
合
宿
で
し
っ

か
り
体
を
作
っ
て
シ
ー
ズ
ン
に

臨
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

式　典
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 成 人

新
成
人
が
生
ま
れ
た

新
成
人
が
生
ま
れ
た

平
成
８
年
度
の
主
な
出
来
事

平
成
８
年
度
の
主
な
出
来
事

オープニングに華を添えた鹿屋
農業高校和太鼓部の演奏

新成人の誓いを述べる日高悠太
さんと豊園梨奈さん

成人としての役割を自覚しても
らう模擬選挙を同時に実施

　～感謝と誇りを胸に
　　　　　　輝かしい未来へ～

ハタチの目
標～成人式実行委員に聞いてみました～

成 人式が１月８日、市文化会館で開催され、平成８年４月２日から平成９年４
月１日の間に生まれた新成人約 700 人が参加しました。会場は色鮮やかな着

物やスーツ、羽織袴に身を包んだ新成人で華やかな雰囲気に包まれました。
　式典前のオープニングアトラクションでは、20年前の主な出来事を振り返るスラ
イドショーや、市出身の歌手Ｃ

シー

＆
アンド

Ｋ
ケー

の「K
キ ー ン

EEN」さんによる新成人への激励メッセー
ジが上映された後、鹿屋農業高校和太鼓部による熱のこもった演奏が披露されました。
　式典では、市長や市議会議長が激励の言葉を贈り、市長から新成人に対して記念
品が贈呈されました。式典の最後には、新成人を代表して日

ひだ か

高悠
ゆう た

太さんと豊
とよぞの

園梨
り な

奈
さんが「社会を担う自覚と責任を持ち、感謝の気持ちと、鹿屋で育ったという誇り
を忘れず、これからの日本の未来に向かって羽ばたいていきたい」と誓いの言葉を
述べ、新成人としての決意を新たにしていました。
　また、式典会場の外では、実際の選挙を再現した模擬選挙が行われ、有権者とし
ての自覚を新たに、新成人が一票を投じました。
問市生涯学習課（６階）　☎ 0994-31-1138

４ 

月
５
日　

第
66
回
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
で
鹿
児
島
実
業
高
校
が
鹿
児

島
県
勢
初
の
優
勝

５ 

月
27
日　

旧
鹿
屋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設

５ 

月
31
日　

サ
ッ
カ
ー
「
２
０
０
２
Ｆ

Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
の
日
韓

共
催
が
決
定

６ 

月
23
日　

任
天
堂
が
家
庭
用
ゲ
ー
ム

機
「N

ニ
ン
テ
ン
ン
ド
ウ

IN
TEN
D
O

64
」
発
売

６ 

月
25
日　

河
川
バ
イ
パ
ス
「
鹿
屋
分

水
路
」
通
水
開
始

７ 

月
20
日　
「
海
の
日
」
施
行

７ 

月
〜
８
月　

第
26
回
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
開
催

９ 

月
３
日　

故
・
渥あ

つ
み美 

清
き
よ
し 

氏
が
国
民

栄
誉
賞
受
賞

10 

月
20
日　

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立

制
に
よ
る
初
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

執
行

11 

月
23
日　

バ
ン
ダ
イ
が
携
帯
ゲ
ー
ム

機
「
た
ま
ご
っ
ち
」
発
売

３ 

月
22
日　

新
幹
線
「
５
０
０
系
の
ぞ

み
」
が
国
内
初
・
世
界
最
速
（
当
時
）

の
時
速
３
０
０
㎞
で
の
営
業
運
転
開

始
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ハタチハタチのの目
標目標～成人式実行委員に聞いてみました～
～成人式実行委員に聞いてみました～
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市及び市教育委員会の
　　　　 臨時職員を募集
臨時職員募集に関する問い合わせ先等

区 分 市臨時職員（P14～P15の職種） 市教育委員会臨時職員（P16の職種）

申 込 先
〒893-8501　鹿屋市共栄町20番１号
表①市総務課人事研修係　☎0994-31-1127

〒893-8501　鹿屋市共栄町20番１号
表②市教育総務課管理係　☎0994-31-1136
表③市学校教育課　　　　☎0994-31-1137

受付期間 ２月15日（水）～28日（火）　※必着

申込方法
市販の履歴書に写真を貼って、左上空欄に希望職種を記入のうえ、上記申込先まで直接持参又は郵送してく
ださい。※複数の職種に応募することはできません。

選考方法
面接により選考します。
日時＝３月９日（木）～15日（水）　※申込受付時に、面接の詳細日時を案内します。
場所＝市役所７階大会議室

雇用期間
及び加入保険

平成29年４月１日～平成30年３月31日（社会保険、雇用保険に加入）
※勤務条件等の詳細については、面接時に説明します。

表①　市臨時職員の職種及び募集人員等

職 種（勤務地） 募集
人員 賃金月額 免許・経験等 主な仕事内容

固定資産調査補助員（本庁）１人 154,700円 普通自動車免許 家屋調査補助、現地調査業務など

納税指導員（本庁） １人 154,700円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人 納税指導、催告、口座振替納付勧奨

排水路等施設管理員（本庁）１人 154,700円 普通自動車免許 浄化施設本体の運転確認、取水施設
の点検・清掃

総合窓口フロアガイド
（本庁） １人 145,000円

市民対応・案内業務に意欲がある人
※手話ができる人が望ましい

総合窓口フロアでの案内、各種申請
書の記載説明、各種証明書の出力・
交付、その他事務補助

交通安全指導員（本庁） １人 154,700円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人
交通安全指導、交通災害共済事業事
務、交通安全出前講座、交通安全啓
発など

管理栄養士
（地域包括支援センター） １人 176,200円

管理栄養士免許、医療機関などで保健活動
等の経験がある人

介護予防教室、個別指導、訪問支援
などの介護予防活動

専門相談員
（産業支援センター） １人 300,000円

経営相談などに対応できる人、普通自動車
免許、パソコン操作ができる人

中小企業者などからの相談への助言・
指導など

かのや食育指導員（本庁） １人 158,400円
食育・地産地消に関する資格を持っている
人、栄養士、食育インストラクターなど

研修会の連絡調整、資料作成、相談
など

鳴之尾牧場嘱託員
（鳴之尾牧場） １人 169,000円

普通自動車免許、大型特殊免許、牛飼養管
理経験（３年以上）、機械整備工 鳴之尾牧場管理業務

畜産環境センター嘱託員
（畜産環境センター） ２人 175,000円

普通自動車免許、ホイルローダ等及び
フォークリフト運転技能講習修了者で３年
以上の運転経験がある人
※堆肥製造の経験者が望ましい

場内の管理業務、堆肥製造、堆肥散
布など

多面的機能支払事業推進員
（本庁） １人 130,000円

普通自動車免許（AT 限定不可）、パソコン
操作ができる人 交付金支給事務、現地調査など
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職 種（勤務地） 募集
人員 賃金月額 免許・経験等 主な仕事内容

ばら祭り等事務嘱
託員（本庁） １人 130,000円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人

かのやばら祭りに係る各種業
務補助（キャンペーン準備、
着ぐるみ着用など）

霧島ヶ丘公園等施
設管理及び維持管
理作業員
（霧島ヶ丘公園）

３人 154,700円

中型自動車免許（８ｔ限定免許可）を有する運転業務経験者
※ 刈払機安全衛生教育、チェーンソー作業特別教育の受講者
が望ましい
※ 大型特殊免許を有する車両系建設機械の運転技能講習終了
者で、運転（操作）の実務経験がある人が望ましい

建物・遊具・芝生などの管理、
ばら園の植栽（剪定・施肥・
防除）、フラワーセンターな
どの管理

霧島ヶ丘公園花苗
育苗管理員
（霧島ヶ丘公園）

１人 154,700円

中型自動車免許（８ｔ限定免許可）を有する運転業務経験者
※ 刈払機安全衛生教育、チェーンソー作業特別教育の受講者
が望ましい
※ 大型特殊免許を有する車両系建設機械の運転技能講習終了
者で、運転（操作）の実務経験がある人が望ましい
※ 営農指導員、花苗生産経験者が望ましい

花苗等の育苗管理、堆肥生産
など

霧島ヶ丘公園施設
管理及び遊具・車
両点検整備員
（霧島ヶ丘公園）

１人 175,000円

ゴーカート等の車両（ガソリン・ディーゼルエンジン車）の
整備ができ、中型自動車免許（８ｔ限定免許可）を有する運
転業務経験者
※ 刈払機安全衛生教育、チェーンソー作業特別教育の受講者
が望ましい
※ 大型特殊免許を有する車両系建設機械の運転技能講習終了
者で、運転（操作）の実務経験がある人が望ましい

遊具、車両（ゴーカート、ト
ラクター、チェーンソー、刈
払機など）の点検整備など

道路維持作業員
（本庁管内）
（輝北総合支所）
（串良総合支所）

（本庁）

７人
（輝北）

１人
（串良）

１人

169,000円

中型自動車免許（８ｔ限定免許可）を有する運転業務経験者
※ 刈払機安全衛生教育、チェーンソー作業特別教育を受講し
た、土木作業経験者が望ましい
※ 大型特殊免許を有する車両系建設機械及び小型移動式ク
レーン運転技能講習終了者で、運転（操作）の実務経験が
ある人が望ましい

除草伐採、舗装修繕等道路の
維持管理作業及びダンプト
ラック等の運転業務など

建築確認等申請受
付嘱託員（本庁） １人 130,000円

普通自動車免許、パソコン操作ができる人
※建築経験は問わない

建築確認の受付、台帳記載、
申請相談など

畜産経営指導員
（串良総合支所） １人 180,000円

全国和牛登録協会支部審査委員、普通自動車免許、畜産農家
への指導経験者

飼養管理指導、経営指導、畜
産指導のための事務補助

給水申請書受付員
（分庁舎） １人 130,000円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人 給水申請書の窓口受付、事務

補助など

水道施設管理員
（共心配水場） １人

勤務１回
16,030円

普通自動車免許（AT限定不可） ポンプ運転管理、水質検査など
（月７～８回の24時間勤務）

排水設備等検査員
（分庁舎） １人 154,700円 普通自動車免許、排水設備工事責任技術者資格取得者

※ 浄化槽設置及び下水道排水設備工事経験者を優遇

排水設備設計審査及び完成検
査業務、下水道普及促進業務、
地下水等量水器検針業務、小
型浄化槽完成検査等指導業務

事務補助員の募集

　事務補助員（本庁、各総合支所）については随時受け付けていますので、希望する人は市販の履歴書に写真を貼って

お申し込みください。（受付をした履歴書の登録期間は、原則１年間です。）

●市及び市教育委員会では障がいのある人の雇用を促進しています
　次の要件に該当する人で、事務補助員を希望する人は、市販の履歴書に写真を貼って、お申し込みください。

　○身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳及び療育手帳の交付を受けている人

　○自力により通勤でき、かつ、介護者なしに職務遂行が可能な人

　○原則として 1日 7時間勤務（9:00 ～ 17:00）ができ、かつ、月 15日勤務が可能な人

　問市総務課人事研修係（３階）　〒893-8501　鹿屋市共栄町20番1号　☎0994-31-1127
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職 種（勤務地） 募集
人員 賃金月額 免許・経験等 主な仕事内容

学校施設営繕作業員
（市内各所） １人 154,700円

普通自動車免許（AT限定不可）、アーク溶接技能
者、高所作業経験者

市内小中学校等の営繕・環境整
備全般

学校用務員
（市内小・中学校） 13人 140,000円 普通自動車免許、刈払機などの操作ができる人 市内小中学校内の環境整備、印

刷製本業務など

青少年育成センター
育成指導員（本庁） １人 145,000円

普通自動車免許、パソコン操作ができる人
※ 青少年育成に関する職・活動経験がある人が望
ましい

青少年補導・指導活動、青少年
環境浄化活動、広報・啓発活動
など

社会教育指導員
（本庁） １人 124,500円

普通自動車免許、パソコン操作ができる人
※ 社会教育に関する職・活動の経験がある人が望
ましい

学習相談、企画、指導、社会教
育団体の育成、学校応援団事業
コーディネーターなど

地区学習センター館
長（花岡地区公民館）１人 158,400円

パソコン操作ができる人
※ 社会教育主事有資格者・社会教育行政経験者等
の社会教育の専門知識や防火管理者資格を有す
る人が望ましい

センターの管理・運営、社会教
育事業等企画運営、地域づくり
への指導・助言など

地区学習センター等
専門指導員
（串良公民館）

１人 145,000円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人
センター等の管理・運営の補助、
公民館事業全般の企画・運営、
社会教育事業の指導・助言など

文化財調査員
（文化財センター） １人 154,700円 普通自動車免許（AT限定不可） 文化財の調査、資料収集、文化

財体験学習の補助など

学校給食調理員（小学
校又は給食センター）２人

140,000円
※ ８月は勤務及
び賃金無し

－ 小学校・給食センターでの学校
給食調理など

表② 市教育委員会臨時職員の職種及び募集人員等

職 種　（勤務地） 募集
人員 勤務時間 賃金 免許・経験等 主な仕事内容

学校巡回図書司書
（市内小・中学校） ５人 9:00 ～ 16:00

月 15 日以内 時給   730 円
普通自動車免許
※ 児童への読み聞かせに興
味がある人が望ましい

小中学校図書室の図書整
理、児童等への読み聞かせ
など

地区学習センター等施設管理人
（中央公民館、高隈地区交流促
進センター、東地区学習セン
ター、串良公民館、吾平振興会館）

８人
夜間 17:00 ～ 22:00
休日 8:30 ～ 17:00
（交替制）

時給   730 円 － 施設の夜間・休日管理業務

地区学習センター等施設管理人
（細山田分館、上小原分館） ３人 利用がある時のみ 時給   730 円 － 施設の管理業務

地区学習センター等事務補助員
（串良公民館） １人 8:30 ～ 17:00 日額5,400 円

普通自動車免許、パソコン
操作ができる人 事務補助及び施設管理業務

図書司書（串良公民館） １人 8:30 ～ 17:00 日額5,400 円
普通自動車免許
※ 図書司書の経験がある人
が望ましい

図書室の図書整理、児童等
への読み聞かせなど

◎市教育委員会事務補助員を募集

●スクールソーシャルワーカーは社会福祉士又は精神保健福祉士の資格の写しを添えてください。

職 種（勤務地） 募集
人員 勤務日 賃金 免許・経験等 主な仕事内容

マイフレンド指導員
（市内小・中学校） ２人 週２日

（1日6時間）時給　 950 円
※労働災害保険加入

教員免許を有する人又は同等
の経験及び知識を有すると認
められる人

 適応指導教室の運営、不登校児童
生徒の支援など

マイフレンド相談員
（市内小・中学校） ９人 週４日

（1日3時間）
 家庭訪問、適応指導教室での不登
校児童生徒の支援など

特別支援教育支援員
（市内小・中学校） 33人

週５日
※ ８月は勤務及
び賃金無し

月額 140,000 円 学校関係・福祉関係等の勤務
経験者が望ましい

障害のある児童生徒の学校生活上
の介助や学習活動上の支援など

スクールソーシャルワー
カー（市内小・中学校） ２人 年間80日

（1日4時間）
時給  2,000 円
※労働災害保険加入

福祉に関する専門的資格を有
する人で、教育や福祉分野で
相談活動等経験がある人

不登校解消に向けた保護者への相
談・助言、学校と福祉機関との連
絡・調整など

表③ 指導員・相談員・支援員・講師
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住民票等の証明書の
コンビニ交付が始まりました
　市では、２月1日から全国のコンビニエンスストアで、マイナンバーカー
ドを使った住民票や税証明などの各種証明書を交付するサービスを開始
しました。ぜひご利用ください。

サービス開始セレモニーの様子

　利用できる人

市に住民登録をしている人

利用できるコンビニエンスストア

セブン - イレブン、ファミリーマート、ローソンの各店舗

※全国の店舗で、年末年始・点検日を除き毎日利用可能

証明書取得に必要なもの

○マイナンバーカード（個人番号カード）
○マイナンバーカード受取り時に登録した４桁の暗証番号
○手数料（次の表のとおり）

証明書の種別  手数料 取得できる日時 取得できる人

住民票の写し
（謄本、抄本）

200 円 毎日
6:30 ～ 23:00

本人及び同一世帯の人

印鑑登録証明書 本人（印鑑登録をしてい
る人）

所得課税証明書
所得証明書
課税証明書
所得証明書（児童
手当用）

必要な年度の１月１日
時点で市に住民登録が
あり、申告をしている人

戸籍（謄本、抄本） 450 円
平日

8:30 ～ 17:00
本人及び同一戸籍の人
（本籍が鹿屋市の人）戸籍附票の写し

（謄本、抄本） 200 円

取得できる証明書

○ コンビニ交付では証明書取得後の手数料の返金はできません。
○ 個人番号や住民票コードを記載した住民票の写しは、市の窓口
でのみ交付できます。

○ 税の証明書は、現年度分（所得については前年分が記載された
もの）のみ取得できます。

○ 戸籍（謄本、抄本）と戸籍附票の写し（謄本、抄本）は、届出（出
生・婚姻等）後、１週間程度は取得できません。

注意事項

　マイナンバーカードとは身分
証明書や電子申請等に利用で
きるカードのことで、コンビニ
交付の利用に必要です。希望
者の申請に基づき無料で交付
しています。
◎申請方法＝次のいずれかの方法で申請
○ マイナンバー通知カードに添付されている交付申
請書に必要事項を記入し、顔写真を貼り付けて、
同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、郵便ポ
ストに投函
※ 申請書を紛失した時は、市民課・各総合支所住民
サービス課で再発行申請ができます。
○ 交付申請書を準備してから、パソコンでマイナン

バー総合サイト（https://www.kojinbango-card.

go.jp/kofushinse/）にアクセスして申請

○ スマートフォンで交付申請書に付いているQRコー
ドを読み込み、申請用サイトにアクセスして申請
◎ その他＝申請から交付まで１か月半程度かかるこ

とがあります。申請をした後は、交付のお知らせ

が届くまでお待ちください。

大隅初！

マイナちゃん

マイナンバーカードとは？

お問い合わせ

○ 住民票・印鑑登録証明書・戸籍証明、
　マイナンバーカード・通知カードに関すること
　市民課（１階①番窓口）　☎ 0994-31-1184

○税証明に関すること　
　市税務課（１階⑮番窓口）　☎ 0994-31-1112

○コンビニ交付に関すること
　市情報行政課（５階）　☎ 0994-31-1135

コンビニ
交付の安心
ポイント

○ 店舗内のキオスク端末（マルチコピー機）を利用者が操作する
ため、証明書の内容が第三者の目に触れることはありません。
○証明書取得後のデータは一切残りません。

マイナンバー キャラクター

　マイナン
　バー総合
　サイト

▲
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～今回の注目情報はこの３つ～

情報掲示板
KAN0YA
Information

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

臨
時
福
祉
給
付
金（
経

済
対
策
分
）
を
給
付
し

ま
す

◎ 

給
付
対
象
者
＝
平
成
28
年
1
月
1

日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
人

○ 

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

○ 

平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人（
非

課
税
の
人
）

○ 

平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
人

※ 

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
等
で

あ
る
場
合
は
対
象
外

※ 

収
入
・
所
得
が
無
い
人
で
も
、
未

申
告
者
（
扶
養
親
族
等
と
し
て
申

告
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
は
、

給
付
の
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
必

ず
申
告
す
る
こ
と
が
必
要

◎ 

給
付
額
＝
対
象
者
1
人
に
つ
き
１

５
，０
０
０
円（
1
回
限
り
の
給
付
）

◎ 

申
請
方
法
＝
対
象
者
と
思
わ
れ
る

人
に
２
月
下
旬
に
送
ら
れ
る
申
請

書
（
請
求
書
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
持
参
又
は
郵
送

※ 

申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
た
人
で
も
、

扶
養
状
況
等
に
よ
り
給
付
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
有
り

※ 

給
付
決
定
さ
れ
る
前
に
死
亡
し
た

人
は
給
付
対
象
外

◎ 

申
請
日
程
・
時
間
・
場
所

給
付
金
詐
欺
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

市
や
厚
生
労
働
省
等
の
官
公
署
が

給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
に
、
手
数

料
の
振
り
込
み
や
現
金
自
動
支
払
機

の
操
作
等
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

給
付
金
を
か
た
る
「
振
り
込
め
詐

欺
」
や
個
人
情
報
の
だ
ま
し
取
り
等

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

市
福
祉
政
策
課
臨
時
福
祉
給
付
金

室
（
７
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
７
０
６
・
３
７
１
１

「
エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア
ル
in

か
の
や
２
０
１
７
」
に
出

店
す
る
模
擬
店
を
募
集

◎ 
日
時
＝
４
月
30
日
（
日
）　

９
時

〜
15
時
30
分

◎ 

場
所
＝
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基

地
◎
出
店
料
＝
２
万
円
〜
６
万
３
千
円

◎
出
店
者
説
明
会
日
程

○ 

日
時
＝
４
月
13
日（
木
）　

14
時
〜

○ 

場
所
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所
２
階
２

‐
１
会
議
室

◎
注
意
事
項

○ 

ア
ル
コ
ー
ル
類
、
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

風
船
、
モ
デ
ル
ガ
ン
、
ラ
ジ
コ
ン

等
の
販
売
・
配
布
は
不
可

○ 

天
候
不
良
等
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
有
り

◎ 

応
募
方
法
＝
事
前
に
出
店
要
項
な

ど
を
確
認
の
う
え
、
出
店
申
込
書

及
び
営
業
許
可
申
請
書
を
直
接
持

参
又
は
郵
送

※ 

出
店
要
項
、
出
店
申
込
書
及
び
営

業
許
可
申
請
書
な
ど
は
、
か
の
や

イ
ベ
ン
ト
協
議
会
に
置
い
て
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
エ
ア
ー

メ
モ
リ
ア
ル
in
か
の
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.air-m

em
o.

com
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能

◎
応
募
期
限
＝
３
月
10
日
（
金
）

※
必
着

問
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
協
議
会

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
５

　

鹿
屋
市
新
川
町
６
０
０

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

６
６
９
０

募
集
・
申
請

☎

臨時福祉給付金を
給付します

条件を確認のうえ手続きを！

18ページ

エアーメモリアルinかのや
体験搭乗者を募集

20 ページ

P-3C、TH-135 に体験搭乗

21ページ

Ｊアラートの試験放送
２月21日（火）11時

一斉に最大音量で放送

ピックアップ

申請場所 申請日程

市役所本庁１階
総合案内前ロビー

2/27（月）～ 3/17（金）
4/10（月）～ 5/29（月）

各総合支所
住民サービス課

2/27（月）～ 5/29（月）

※ いずれの場所も土・日曜日・祝日を除く
※受付時間＝ 8:30 ～ 17:00
※  3/21（火）～ 4/7（金）の期間は、市役所
本庁での申請受付は行いません
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情報掲示板
KAN0YA
Information

「
第
29
回
南
日
本
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
IN
き
ほ

く
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 
日
時
＝
５
月
14
日
（
日
）　

受
付

８
時
〜 

※
雨
天
決
行

◎ 

場
所
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園
（
輝
北

町
市
成
）

◎
種
目　

○
中
学
女
子
＝
２
㎞

○
中
学
男
子
＝
３
㎞

○
一
般
男
子
＝
３
㎞

○
一
般
＝
８
㎞

○
高
校
女
子
・
一
般
女
子
＝
３
㎞

○
高
校
男
子
・
一
般
男
子
＝
５
㎞

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
＝ 

1.2
㎞

○
グ
ル
ー
プ
の
部
＝
1.5
㎞

◎
参
加
資
格　

○ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
＝
２
人
以
上
の

家
族

○ 

グ
ル
ー
プ
の
部
＝
３
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

※ 

個
人
種
目
に
つ
い
て
は
１
人
１
種

目
の
み

◎
申
込
料　

○
一
般
＝
２
，
０
０
０
円

○ 

中
学
生
・
高
校
生

　

＝ 

１
，
０
０
０
円

○ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
部

　

＝
１
人
５
０
０
円

◎
申
込
方
法　

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○ 

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
・
各
総
合
支
所
・

各
出
張
所
に
あ
る
参
加
申
込
書
を

次
の
申
込
先
（
受
付
業
務
委
託
会

社
）
に
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎ 

申
込
先

　

㈱
ベ
ル
キ
ャ
ン
バ
ス

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
６
７

　

鹿
屋
市
大
浦
町
１
１
４
７
９ｰ

16

　
☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

６
１
６
２

　

℻ 

０
９
９
４ｰ

45ｰ

６
１
６
３

◎
申
込
期
限
＝
４
月
７
日
（
金
）　

※
必
着

問 
南
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

IN
き
ほ
く
実
行
委
員
会
（
市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
内
・
５
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ

１
１
３
９

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
手
話
を
初
め
て
学
ぶ
人
を

対
象
と
し
た
手
話
講
習
会

◎ 

日
程
＝
４
月
18
日
（
火
）
〜
平
成

30
年
３
月
６
日
（
火
）
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
（
全
45
回
）

※ 

祝
日
、
お
盆
期
間
、
年
末
年
始
を

除
く

◎ 

時
間
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
２
階

情
報
研
修
室

◎ 

定
員
＝
50
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎  

受
講
料
＝
３
，
２
４
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

◎  

申
込
方
法
＝
直
接
来
所
又
は
電
話

◎  

申
込
期
限
＝
３
月
21
日
（
火
）

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
２
７
７

「
第
10
回
高
隈
い
き
い
き

歩
こ
う
会
」
の
参
加
者
を

募
集

◎ 

内
容
＝
春
の
高
隈
路
を
歩
き
な
が

ら
自
然
や
史
跡
に
触
れ
る
全
長
約

７
㎞
の
コ
ー
ス
で
行
う
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会

※ 

地
元
特
産
品
の
振
る
舞
い
や
、
地

元
史
談
会
の
ガ
イ
ド
も
有
り

◎
期
日
＝
３
月
５
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

◎
集
合
時
間
＝
８
時
30
分

◎ 

集
合
場
所
＝
高
隈
地
区
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー

◎ 

参
加
料
＝
２
０
０
円

◎
応
募
方
法

○
個
人
＝
電
話

○ 

団
体
＝
市
生
涯
学
習
課
又
は
市
中

央
公
民
館
、
各
学
習
セ
ン
タ
ー
に

置
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ

◎
応
募
期
限
＝
２
月
28
日
（
火
）

問 

高
隈
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

２
５
２
５

　

℻
０
９
９
４ｰ 

31 ー

２
１
１
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
バ

ナ
ー
広
告
を
募
集

◎ 

応
募
資
格
＝
原
則
県
内
の
事
業
所

等
◎ 

バ
ナ
ー
広
告
料
金
＝
１
２
，
０
０

０
円
／
月

※ 

長
期
継
続
割
引
有
り
。
広
告
料
金

は
一
括
前
納

○ 

継
続
月
数
６
〜
11
か
月

　

＝
１
１
，
４
０
０
円
／
月

○ 

継
続
月
数
12
か
月

　

＝
１
０
，
８
０
０
円
／
月

◎ 

掲
載
期
間
＝
４
月
１
日
（
土
）
〜

平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

※ 

掲
載
は
１
か
月
単
位

◎ 

申
込
方
法
＝
申
込
書
に
バ
ナ
ー
広

告
案
を
添
え
て
直
接
持
参
又
は
郵

送
※ 

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

応
募
期
限
＝
掲
載
予
定
月
の
前
月

10
日

※ 

４
月
掲
載
分
に
つ
い
て
は
３
月
17

日
（
金
）

問 

市
政
策
推
進
課
（
３
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
３

「
性
教
育
講
演
会
」
の
参
加

者
を
募
集

◎ 

内
容
＝
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の

豊
か
な
性
と
生
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会

◎ 

講
師
＝
伊
藤 

修な
お
き毅 

氏
（
日
本
福

祉
大
学
准
教
授
）

◎ 

日
時
＝
３
月
４
日
（
土
）　

14
時

〜
16
時

◎ 

場
所
＝
市
中
央
公
民
館

◎ 

対
象
者
＝
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も

の
家
族　

な
ど

◎ 

定
員
＝
１
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◎ 

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
資
料
代
）

◎
応
募
方
法
＝
電
話

◎
応
募
期
限
＝
３
月
３
日
（
金
）

問 

大
隅
性
教
育
講
演
会
実
行
委
員
会

事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

45ｰ

５
９
４
６

▲ 中津神社の石段
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情報掲示板
KAN0YA
Information

公
共
施
設
へ
の
自
動
販
売

機
設
置
事
業
者
を
募
集

◎ 
内
容
＝
市
有
財
産
の
有
効
活
用
や

財
源
確
保
の
た
め
、
一
部
の
公
共

施
設
に
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る

事
業
者
の
募
集

◎
入
札
日
時
及
び
場
所

○ 

日
時
＝
３
月
３
日（
金
）　

10
時
〜

○ 

場
所
＝
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議

室
◎ 

申
込
方
法
＝
自
動
販
売
機
設
置
事

業
者
に
係
る
入
札
説
明
書
の
記
載

事
項
を
承
諾
の
う
え
、
必
要
書
類

を
添
付
し
て
、
直
接
持
参
又
は
郵

送
※ 

入
札
説
明
書
及
び
入
札
参
加
申
込

書
等
は
市
財
政
課
財
産
活
用
推
進

室
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎ 

申
込
期
間
＝
２
月
13
日
（
月
）
〜

28
日
（
火
）

問 

市
財
政
課
財
産
活
用
推
進
室
（
５

階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
５
３

問かのやイベント協議会　〒 893-0015　鹿屋市新川町 600   ☎ 0994-42-6690

エアーメモリアル in かのや 2017 体験搭乗者を募集エアーメモリアル in かのや 2017 体験搭乗者を募集

◎抽選結果＝３月下旬から４月上旬にかけて返
信用封筒で通知

注意事項
○小学生の場合、応募用紙の申込欄には保護者
及び子どもの２人分を記入してください。子
どもだけの応募は無効となります。

○応募用紙への記入漏れや誤りは無効となります。
○妊娠中や健康に不安のある人、介添者が必要
な人及び車椅子の人は応募をご遠慮ください。

○基地内へのペットの同伴はできません。（盲導
犬・聴導犬・介助犬を除く）

○当選者には返信用封筒に「搭乗申請書」も同封
します。すべての欄を記入して当日持参して
ください。

○天候不良、その他の理由により中止する場合
があります。

◎日時＝４月29日（土）　12:30 ～ 15:30
◎場所＝海上自衛隊鹿屋航空基地
◎搭乗機種及び搭乗人員

○P-3C（哨戒機）＝140人（予定）
○TH-135（教育用ヘリコプター）＝50人（予定）
◎搭乗資格
　小学４年生から75歳までで健康状態に問題の無い
人（年齢は平成29年４月29日時点）

※小学生は保護者（１人）の同伴が必要
◎応募方法
　応募用紙に必要事項を記入し、82円切手を貼った返
信用定形封筒を定形封筒に同封し、直接持参又は郵
送

※応募用紙はかのやイベント協議会で直接受け取る
か、エアーメモリアルinかのやホームページ（http://
www.air-memo.com）又は市ホームページからダウ
ンロード可能

※応募は１人１機種
※ 基地内への車両乗り入れを希望する人は「基地内駐
車場申込み書」も同封（乗り入れ車両は対人対物・無
制限の任意保険への加入が必要）

◎応募期限＝３月17日（金）　※必着

返信用封筒の記入方法

（定形封筒）

　応募者の郵便番号・住所

　応募者氏名

　　
※82円切手を必ず貼ってください

82円
切手

▲ P-3C

▲ TH-135

応募封筒の記入方法

（定形封筒）

　　　鹿屋市新川町 600
　　　鹿屋商工会議所内

かのやイベント協議会 　行

「体験搭乗申込用紙等在中」
↑朱書きしてください

8 9 3 0 0 1 5
切手

ピック
アップ
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情報掲示板
KAN0YA
Information

※ 

体
力
の
自
信
の
有
無
は
、
グ
ル
ー

プ
編
成
の
参
考
情
報
と
し
て
使
用

◎
応
募
期
限
＝
３
月
４
日
（
土
）

※
消
印
有
効

問
鹿
屋
市
観
光
協
会

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
６
４

　

鹿
屋
市
西
原
３ｰ

11ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

７
０
１
０

　

℻
０
９
９
４ｰ

41ｰ

６
０
０
０

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
試
験
放

送
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
重
大
な
緊
急
情
報
を
市

民
に
即
時
に
伝
え
る
た
め
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
や
大
津
波
警

報
、
震
度
５
弱
以
上
の
緊
急
地
震
速

報
な
ど
が
国
か
ら
発
令
さ
れ
た
場
合
、

各
家
庭
の
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

「
第
５
回
高
隈
登
山
山
開

き
」の
参
加
者
を
募
集

◎ 
内
容
＝
高
隈
山
の
魅
力
に
触
れ
る
、

初
心
者
向
け
の
ハ
イ
キ
ン
グ

◎ 

日
時
＝
３
月
26
日
（
日
）　

10
時

〜
15
時

◎ 

集
合
場
所
＝
大
隅
青
少
年
自
然
の

家
太
陽
の
家
駐
車
場

※ 

８
時
40
分
集
合
、
テ
レ
ビ
塔
下
登

山
口
ま
で
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行

◎ 

対
象
者
＝
小
学
生
以
上
の
健
康
な

人
※ 

小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
、
そ

れ
以
外
の
未
成
年
者
は
保
護
者
の

同
意
書
が
必
要

◎
定
員
＝
60
人

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

応
募
者
全
員
に
郵
便
で
通
知

◎
参
加
料
＝
無
料

※ 

別
途
、
１
食
５
０
０
円
で
弁
当
の

注
文
可
能

◎ 

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
弁

当
の
注
文
個
数
（
注
文
す
る
人
の

み
）・
体
力
に
自
信
が
有
る
か
無

い
か
を
記
入
の
う
え
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
又
は
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w
w
w
.kanoyashi-

kankokyokai.jp/

）
の
応
募
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

※ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム

か
ら
の
応
募
の
件
名
は
「
山
開
き 

高
隈
登
山
係
」
と
す
る
こ
と

機
や
市
内
88
か
所
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
自

動
的
に
起
動
し
、
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
作
動
す

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
試
験
放
送

を
行
う
予
定
で
す
。
試
験
放
送
の
際

は
、
戸
別
受
信
機
な
ど
の
電
源
を

切
っ
て
い
て
も
自
動
的
に
作
動
し
、

最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎ 

試
験
放
送
日
時
＝
２
月
21
日（
火
）

　

11
時

◎ 

試
験
放
送
内
容
＝
「（
チ
ャ
イ
ム
）

こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
、
こ
れ
は
テ

ス
ト
で
す
、
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す

（
チ
ャ
イ
ム
）」

問
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い

ま
し
ょ
う

　

地
震
災
害
で
最
も
怖
い
の
は
、
住

宅
倒
壊
に
よ
る
被
害
で
す
。
平
成
７

年
に
起
き
た
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

多
く
の
人
が
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ

り
亡
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
現
在
の

耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
昭
和
56
年

５
月
以
前
の
住
宅
に
被
害
が
集
中
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
大
地
震
に
備
え
て
、
建
設

時
期
が
古
い
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
専
門
家
に
建
物
の
耐
震
診
断
を

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
住
宅
は
、
専
門
家
に
診
断
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う

○ 

水
回
り
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す

る
際
に
は
、
地
震
対
策
も
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

○ 

悪
質
な
点
検
商
法
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

問
市
建
築
住
宅
課
（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
９

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化

月
間
」で
す

　

例
年
、
月
別
自
殺
者
数
の
最
も
多

い
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
、
重
点
的
に
広
報
・
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
は
１
年
間
に
約
２
万
４
，

０
０
０
人
、
県
内
で
約
３
５
０
人
、

大
隅
地
域
（
曽
於
・
肝
属
）
で
は
約

40
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

大
隅
地
域
は
県
内
で
も
自
殺
率
の
高

い
地
域
で
す
。

　

大
隅
地
域
で
は
、
う
つ
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
一
般

診
療
科
の
か
か
り
つ
け
医
か
ら
精
神

科
医
へ
紹
介
す
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
‐

Ｐ
ネ
ッ
ト
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
う
つ
病
に
は
、
精
神
科
以
外

の
か
か
り
つ
け
医
で
治
療
が
で
き
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
２
週
間
以
上
不

眠
が
続
く
場
合
な
ど
に
は
、
う
つ
病

が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。
自
身
や
家
族
の
不

調
に
気
付
い
た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

◎
相
談
窓
口

問 

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

お
知
ら
せ

ピック
アップ

機　関 電話番号
市保健相談センター ☎ 0994-41-2110

鹿屋保健所
（健康づくり） ☎ 0994-52-2105
（精神保健福祉） ☎ 0994-52-2124

県精神保健福祉センター ☎ 099-218-4755
県自殺予防情報センター ☎ 099-228-9558

こころの電話 ☎ 099-228-9566
☎ 099-228-9567

いのちの電話 ☎ 099-250-7000

▲ 山頂での安全祈願

▲ 左＝防災行政無線戸別受信機
    右＝緊急告知ＦＭラジオ
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情報掲示板
KAN0YA
Information

吾
平
振
興
会
館

◎ 

参
加
料
＝
無
料

問 

市
健
康
保
険
課（
１
階
⑥
番
窓
口
）

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

能
舞
音
楽
劇「
義ぎ
け
い経
記
」

◎ 

内
容
＝
源
義
経
の
生
涯
を
描
い
た

「
義
経
記
」
を
題
材
と
し
た
、
３
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
能
舞
音

楽
劇

○
朗
読
＝
デ
ー
モ
ン
閣
下

○ 

演
奏
＝
上あ

が
つ
ま妻 

宏ひ
ろ
み
つ光

○ 

能
舞
＝
山
井 

綱つ
な
お雄

◎ 

日
時
＝
３
月
18
日
（
土
）　

19
時
〜

◎ 

場
所
＝
市
文
化
会
館

◎ 

鑑
賞
料
金

○
Ｓ
Ｓ
席
＝
５
，
０
０
０
円

○ 

Ｓ
席
＝
３
，
０
０
０
円

○ 

Ａ
席
＝
２
，
５
０
０
円

※
全
席
指
定

◎ 

前
売
券
販
売
所
＝
ロ
ー
ソ
ン
チ

ケ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
生
鮮

マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ね
た
、
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
３
階
売
店
、
市
文
化

会
館

問 

市
文
化
会
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
１
５

◎ 

そ
の
他
＝
座
布
団
な
ど
の
防
寒
用

品
を
持
参

問 

市
立
図
書
館

　

 

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

鹿
屋
市
民
合
唱
団「
第
23
回

定
期
演
奏
会
」

◎ 

曲
目

○
木
綿
の
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

○
空
に
、樹
に
…

○
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ

○
銀
河
鉄
道
９
９
９　

な
ど

◎
日
時
＝
２
月
26
日（
日
）　

14
時
〜

◎
場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
入
場
料

○
一
般
＝
５
０
０
円

○
中
・
高
校
生
＝
３
０
０
円

○
小
学
生
以
下
＝
無
料

問
鹿
屋
市
民
合
唱
団
事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

２
３
７
５

慢
性
腎
臓
病
講
演
会

◎ 

内
容
＝
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

に
関
す
る
、
医
師
及
び
管
理
栄
養

士
に
よ
る
講
演

◎ 

講
師

○ 

屋お
く 

万ま
ん
え
い栄 

氏
（
池
田
病
院
腎
臓
内

科
部
長
）

○ 

大
山 

律
子 

氏
（
県
栄
養
士
会
管

理
栄
養
士
）

◎ 
日
時
＝
３
月
11
日
（
土
）　

13
時

30
分
〜
15
時
40
分

◎ 

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

確
定
申
告
に
関
す
る
電
話

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
３
月
15
日

（
水
）
ま
で
「
確
定
申
告
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
確
定
申
告

に
関
す
る
相
談
を
電
話
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電
話
番

号
に
電
話
の
う
え
、
自
動
音
声
案
内

に
従
い
「
０ゼ
ロ

」
番
を
選
ん
で
用
件
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。
申
告
会
場
や
受

付
時
間
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
対
応
し
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
は
税
務
署
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
や
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

電
話
相
談
受
付
日
時
＝
３
月
15
日

（
水
）
ま
で
の
８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

問 

鹿
屋
税
務
署　

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
２
７

「
に
せ
税
理
士
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

税
理
士
で
な
い
人
が
税
務
代
理
、

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
の
税

理
士
業
務
を
行
う
こ
と
（
い
わ
ゆ

る
「
に
せ
税
理
士
」
行
為
）
は
、
税

理
士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
に
せ
税
理
士
」
に
相
談
を

す
る
と
、
相
談
者
が
損
害
を
受
け
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
や
決
算
書
な
ど
の
税

務
書
類
作
成
や
税
務
相
談
を
依
頼
す

る
場
合
は
、「
税
理
士
証
票
」
や
「
税

理
士
会
員
章
（
バ
ッ
ジ
）」
で
、
相

手
が
税
理
士
で
あ
る
こ
と
を
確
認
の

う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

鹿
屋
税
務
署　

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

３
１
２
７

県
霧
島
ア
ー
ト
の
森
が
臨

時
休
園
し
ま
す

　

湧
水
町
に
あ
る
「
県
霧
島
ア
ー
ト

の
森
」
で
は
、
収
蔵
作
品
の
薫
蒸
処

理
な
ど
を
行
う
た
め
、
２
月
20
日

（
月
）
か
ら
27
日
（
月
）
ま
で
臨
時

休
園
し
ま
す
。
な
お
期
間
中
は
野
外

作
品
に
つ
い
て
も
鑑
賞
で
き
ま
せ
ん
。

問
霧
島
ア
ー
ト
の
森

　

☎
０
９
９
５ｰ

74ｰ

５
９
４
５

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２

階
に
あ
る
「
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
」
は
、
福
祉
用
具
の
展
示
・

体
験
・
選
定
の
場
、
ま
た
、
介
護
に

関
す
る
相
談
・
情
報
提
供
の
窓
口
と

し
て
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
県
民
・
介

護
職
向
け
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
車
い
す
・
高
齢
者
疑
似
体
験

等
の
受
け
入
れ
、
図
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
の
貸
出
し
も
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９ｰ

２
２
１ｰ

６
６
１
５

寿
北
小
学
校
合
唱
部
・
吹
奏

楽
部
第
33
回
定
期
演
奏
会

◎ 

曲
目

○ 

合
唱
部
＝
「
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
を
と

り
に
い
こ
う
」、「
海
の
声
」　

な
ど

○ 

吹
奏
楽
部
＝
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク

パ
ー
ク
の
テ
ー
マ
」、「
君
の
瞳
に

恋
し
て
る
」　

な
ど

◎ 

日
時
＝
２
月
25
日
（
土
）　

13
時

30
分
〜

◎ 

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
３
階

ホ
ー
ル

◎
入
場
料
＝
無
料

問 

寿
北
小
学
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
７
４
８

お
は
な
し
フ
ェ
ス
タ

◎ 

内
容
＝
幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
で

活
動
す
る
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

や
市
立
図
書
館
職
員
に
よ
る
お
は

な
し
会

◎ 

日
時
＝
２
月
25
日
（
土
）　

14
時

〜
16
時

◎
場
所
＝
市
中
央
公
民
館
集
会
室

イ
ベ
ン
ト

Kanoya City Public Relations  22



情報掲示板
KAN0YA
Information

まちまちのの
保健室保健室

Health Care

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

2月 19 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

26 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
岩重医院 東串良町川東 63-8514

   3 月  ５日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

12 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

「お薬手帳」で適切な健康管理

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医2月・3月

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

2月 19 日
 伊東クリニック 札元 2丁目 43-3500
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

26 日
 おばま医院 寿 2丁目 42-5235
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

３月  5 日
 前田内科 本町 42-2175
 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

12 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

　「お薬手帳」に記載される情報は、医療機関を受診する
際に大切な情報です。記載されている情報に基づいて医

師や歯科医師、薬剤師などが、診察の参考情報としたり、

処方する薬の重複、副作用、飲み合わせなどを確認した

りすることで、適切な診療が行われます。

　また、転居などで新しい医療機関を受診するときや休

日 ･夜間の救急病院受診、災害・事故・旅行先での急変

などにも、「お薬手帳」が役に立ちます。

　適切な健康管理のため、「お薬手帳」は健康保険証と一

緒に携帯し、医療機関を受診する際は、他の医療機関で

の血液検査・健康診断結果などとあわせて「お薬手帳」

を提示しましょう。

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110

　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
　※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが
あります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。

　病院や医院の薬は、一人ひとりの病気などに応じて処
方されています。処方された薬の種類や飲む量・回数、

薬を飲む時の注意､ ジェネリック医薬品を使用している

かどうか、などを記録・管理するための手帳が「お薬手帳」

です。

　「お薬手帳」は、かかりつけの調剤薬局などで手に入れ

ることができます。処方された薬に関する情報を記録す

るだけではなく、次のように活用することで、より安全・

効果的に薬を飲むことができます。

◎自分の健康に関することを記入する
○アレルギー歴・副作用歴・既往歴
○ 市販の薬やサプリメントなどを服用している場合は、
その内容など

○医師や薬剤師などに相談したいこと

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
2月 19 日 根木原歯科 札元 1丁目 41-0750

26 日 はまち歯科・小児歯科クリニック札元 2丁目 43-8461
3 月   5 日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
12 日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
かかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

「お薬手帳」は１人１冊に!!
　医療機関ごとに別の「お薬手帳」を作ると、適切な診

療や薬の処方に必要な情報を確認することができませ

ん。正確な情報を管理するためにも、「お薬手帳」は１

人１冊にまとめて、すべての情報を１冊に記録するこ

とが大切です。

　また最近は、スマートフォン

で薬の情報などを管理するアプ

リも普及しつつあります。

　健康管理のサポーターとして

大いに役立つ「お薬手帳」を上手

に使いましょう。
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これを

   取材して!!

お気に入り

の場所見つけ

　ました !!

誰かに聞いて

ほしい話が

あります…

ちょっと困って

いることがある

んだけど…

つ

ながる ひろがる
 

場り語のち
ま

市民の
ひろば

昨
年
、
僕
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
11
月
に
行
わ
れ
た
吉
田

沙さ

お

り
保
里
選
手
の
講
演
会
で
す
。
僕
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
吉
田
選
手
が
惜
し
く
も
金
メ
ダ
ル

を
逃
が
し
、
泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
今
で
も

脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
実
際
に
鹿
屋

で
会
っ
た
吉
田
選
手
は
、
小
柄
で
女
子
力
が

高
め
で
し
た
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
裏
話
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。（
甘
酒

く
ん
・
15
歳
・
男
性
）

　

吉
田
選
手
は
、
こ
れ
ま
で
他
を
寄
せ
つ
け

な
い
圧
巻
の
強
さ
を
誇
っ
て
い
た
だ
け
に
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
敗
戦
は
、
多
く
の
国
民

が
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
単
に
レ
ス
リ
ン

グ
が
強
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
持
ち
前
の

明
る
さ
や
後
輩
た
ち
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
姿

を
見
る
と
、
人
と
し
て
女
性
と
し
て
、
と
て

も
魅
力
的
な
人
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

次
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ぜ
ひ
嬉
し

涙
を
見
た
い
で
す
ね
。

「
広
報
か
の
や
１
月
号
」
の
素
敵
な
表

紙
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。「
に
ぃ

ま
隊
」
に
大
声
援
を
送
り
ま
す
。
高
校
の
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
が
こ
こ
の
出
身
で
、
無
二
の
親

友
で
す
。
ず
っ
と
東
京
に
い
る
の
で
、
懐
か

し
が
る
だ
ろ
う
と
26
ペ
ー
ジ
の
部
分
も
切
り

抜
い
て
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｉ
・
Ｓ

さ
ん
・
80
歳
・
女
性
）

　

1
月
号
の
竹
灯と

う
ろ
う籠

の
表
紙
へ
の
お
褒
め
の

言
葉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
掲

載
記
事
を
東
京
の
友
人
に
送
ら
れ
る
と
の
お

手
紙
、
嬉
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
地
域
を
な

ん
と
か
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う「
に
ぃ
ま
隊
」

メ
ン
バ
ー
の
熱
い
思
い
が
、
地
域
の
素
材
を

生
か
し
た
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
あ
げ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
「
西
俣
竹
灯

籠
祭
り
」
に
合
わ
せ
て
、
ご
友
人
に
も
帰
省

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
鉄
道
記
念
館
に

行
き
ま
し
た
。
プ
ラ
レ
ー
ル
も
少
し

置
い
て
あ
り
、
鹿
屋
は
な
か
な
か
小
さ
い
子

が
室
内
で
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
室
内
で
楽
し
く
遊
べ

る
場
所
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す
。（
Ｃ
・
Ｙ

さ
ん
・
29
歳
・
女
性
）

　

子
ど
も
た
ち
が
室
内
で
遊
べ
る
場
所
と
し

て
は
最
適
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
よ
ね
。
昨
年
９

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
、
園
児
や
鉄
道

マ
ニ
ア
な
ど
多
く
の
人
が
来
館
さ
れ
て
い
ま

す
。
３
月
は
大
隅
線
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
30

年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
大
隅
線
の
歴
史
に
触

れ
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

停
止
線
の
消
え
か
か
っ
て
い
る
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
前
か
ら
気
に
な
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
改
善
し
ま
せ
ん
。

特
に
転
入
し
た
ば
か
り
の
人
な
ど
は
事
故
を

起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
事
故
に
な
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
で
す
。（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

交
差
点
等
の
路
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
道

路
標
識
等
に
基
づ
く
停
止
線
に
つ
い
て
は
、

県
の
公
安
委
員
会
が
管
轄
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
場
所
を
市
安
全
安
心
課
（
３
階
）
に

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
鹿
屋
警
察
署
交
通

課
を
通
じ
て
、
県
の
公
安
委
員
会
に
線
の
引

き
直
し
等
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

職
員
で
名
札
を
首
か
ら
下
げ
て
い
る
人

が
い
ま
す
が
、
窓
口
で
い
す
に
座
っ

て
対
応
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
机
の
下
に
か
く

れ
て
確
認
し
よ
う
に
も
見
え
ま
せ
ん
。
胸
の

ポ
ケ
ッ
ト
の
所
に
挟
む
か
ど
う
か
工
夫
を
さ

れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
首
か
ら

下
げ
て
い
る
か
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。（
市

民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

市
の
服
務
規
程
（
鹿
屋
市
職
員
の
名
札
及

び
職
員
証
に
関
す
る
規
程
）
に
基
づ
き
、
市

職
員
は
勤
務
時
間
中
、
常
に
名
札
を
左
胸
部

の
位
置
に
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
名
札
を
首
か
ら
下
げ

る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
場
作
業
な
ど

業
務
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
認
め
て

い
ま
す
。
名
札
は
、市
職
員
と
し
て
の
身
分
、

責
務
を
常
に
意
識
し
、
信
頼
と
責
任
あ
る
対

応
の
徹
底
を
図
る
た
め
着
用
す
る
も
の
で
す

の
で
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
常
に
市
民
の
皆

様
に
見
え
る
位
置
に
着
用
す
る
必
要
が
ご
ざ

い
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
を
踏
ま

え
、名
札
を
適
切
な
位
置
に
着
用
す
る
よ
う
、

今
後
、
全
職
員
に
指
導
及
び
注
意
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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№267
お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

　　　　　

広報誌への感想や、市へのご意見

のほか、地域のイベントや出来事、

お勧めスポットなど多くの情報も

お寄せください。

お便りをいただいた方の中から、

抽選で特産品等をプレゼントしま

す。たくさんのご応募をお待ちし

ています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課
「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集

ノーヘルという言葉に、懐かしさを覚える人もいらっ

しゃるかもしれません。写真は昭和41年に撮影され

たもので、たくさんのライダーがノーヘル、つまりヘルメッ

トなしで乗車している様子が写っています。もちろん当時

は違法なものではなく、当たり前の光景だったわけですが、

交通量が増え、事故の危険性が高い現在では、いささか違

和感を感じますね。最近では、自転車のヘルメット義務化

に向けた流れが生まれつつあります。鹿屋市でも自転車が

メジャースポーツになりつつありますが、命を守るため、

ルールとマナーを守って楽しみましょう。

問市文化財センター　☎0994-31-1167

福ふ
く
も
と元 

康や
す
ひ
ろ洋 

隊
員

今
回
の
報
告
者

　昨年９月から輝北町特産品等開発推
進員として活動している福元です。
　最近は、輝北産の農産物を使った
ロールケーキやおせち料理を盛り込ん
だ和風オードブルを作りました。中で
もサーモンの昆布巻きや出

だ し

汁巻き卵はすごく好評で、試食して
くださった多くの皆さんから「また食べたい」との声を頂きまし
た。今後も、搾りたての牛乳を使ったパンやカツサンドなど、
地域の食材を活用した商品の開発を行っていきたいと考えてい
ます。また輝北天球館、輝北キラキラ館と連携を図りながら輝
北町が更に盛り上がるように活動していきます。

～いつもの街の貴重な記録～

懐か懐か懐か懐懐か懐か懐か懐か懐か懐か懐か懐か懐か懐か懐か懐懐か懐か懐か懐か懐懐懐懐懐懐懐か懐懐懐か懐 しさしさしさしさしさしさしさしさしさしささしさしさささしささしさささししさを覚を覚を覚を覚を覚を覚を覚を覚を覚を覚をを覚覚覚覚を覚覚ををを えるえええるえるえるえるえるえるるるるえるえるえるえるえるるるえるえるえるるえ 人も人も人も人も人も人も人も人も人人も人もも人も人も人も人ももも人 いらいらいらいらいらいらいらいらいらいらいらいらいいらいららいららららっっっっっっっっ

ノーヘルノーヘル

ライダーライダー

（昭和41
年）

（昭和41
年）

No.15

かのや活動レポート vol.17
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輝き 

栄え
い 

牛
ぎ
ゅ
う 

会か
い

輝
栄
牛
会
は
、
平
成
22
年
に
発

足
し
た
、
輝
北
町
在
住
の
肉

用
牛
経
営
者
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
17
人
（
繁

殖
農
家
15
人
・
肥
育
農
家
２
人
）
で
、

会
長
の
有
馬
研け
ん
い
ち一

さ
ん
（
46
歳
）
を

筆
頭
に
、
20
歳
〜
40
歳
代
と
、
い
ず

れ
も
明
日
の
輝
北
の
畜
産
を
担
う
若

者
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、
近
年
の
畜

産
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
。
近

頃
は
子
牛
価
格
は
高
値
で
推
移
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
状
態
が
い
つ
ま
で

続
く
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
輝
北
地
区

で
も
畜
産
農
家
の
高
齢
化
・
担
い
手

不
足
に
よ
る
飼
養
頭
数
の
減
少
は
他

と
同
じ
。「
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
抱

き
、
今
の
う
ち
に
や
れ
る
こ
と
を
や

ら
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
は
皆
同
じ

だ
っ
た
」
と
有
馬
会
長
は
熱
く
語
り

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
会
員
の
牛
は
、
全
国

規
模
の
枝
肉
共
進
会
で
の
最
優
秀
賞
、

県
畜
産
共
進
会
で
の
九
州
農
政
局
長

賞
の
受
賞
等
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
機
運

は
、
一
層
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
10
月
の
総
会
で

は
、
輝
北
産
の
牛
を
輝
北
で
肥
育
し
、

｢

輝き
え
い
わ
ぎ
ゅ
う

栄
和
牛｣

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
若
手
主
体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の

取
り
組
み
は
大
変
珍
し
い
よ
う
で
す
。

　

輝
栄
牛
会
は
、
肉
用
牛
の
経
営
規

模
の
拡
大
、
商
品
性
の
向
上
を
通
じ

て
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
会

員
同
士
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

今
日
も
輝
北
で
牛
飼
い
に
励
ん
で
い

ま
す
。

共進会対象牛の集合指導には、会員が集まり、仲間の出品牛の手
入れや、指導内容の把握・情報共有などを積極的に行っている

昨年５月開催の「曽於地区畜産共進会」では、父系群の部（３頭１組）
に、自分たちで育てた牛を初めて出品。見事２席となった

輝
北
牛
を
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

　
「
牛
」で
地
域
を
盛
り
上
げ
る 

有馬研一会長は「今後、自分たち
のブランド『輝栄和牛』を全国に
発信していきたい！」と話す

応募〆切　３／９㊍

かのやカンパチの骨身を丁寧に手作業でと
り、手作りすり味噌とあわせたものに、鹿
屋産の生姜を加え、食感を楽しめるよう工
夫。平成27年度大隅「食のおみやげ」審査
会で奨励賞を獲得した、白ご飯や野菜ス
ティックなどにピッタリな逸品を３名様に
プレゼント。

カンパチ味噌／３名様
B
バ ド ン ナ

ADONNA
鹿屋市西原４丁目 1-1-502

当選者の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線Present

 スポットライ
ト

スポットラ
イト

    〜地域で頑張
る⼈たち〜

No.2
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社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

大人の

サ
ラ
ダ
ご
ぼ
う

サ
ラ
ダ
ご
ぼ
う

新新し
ん
じ
ょ
う

し
ん
じ
ょ
う城城  

等等ひ
と
し

ひ
と
し  

さ
ん
さ
ん

県
農
協
野
菜
部
会
協
議
会

県
農
協
野
菜
部
会
協
議
会

新
ご
ぼ
う
専
門
委
員
会

新
ご
ぼ
う
専
門
委
員
会  

委
員
長

委
員
長

　

ご
ぼ
う
と
い
う
と
１
ｍ
近
い
も
の

を
想
像
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
市
内
で
は
輝
北
町
を
中
心
に
30

㎝
〜
50
㎝
ほ
ど
の
長
さ
の『
サ
ラ
ダ

ご
ぼ
う
』
の
周
年
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ご
ぼ
う
は
気
温
が
高
い
時

期
に
は
発
芽
し
に
く
い
と
い
う
性
質

が
あ
り
ま
す
が
、
輝
北
町
は
高
地
で

夏
も
涼
し
い
た
め
、
他
の
地
域
で
は

難
し
い
７
月
で
も
種
を
ま
く
こ
と
が

で
き
、
年
間
を
通
し
た
栽
培
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
で
収
穫
し
た
ご
ぼ
う

は
、
日
光
や
風
に
当
た
っ
て
変
色
し

な
い
よ
う
に
専
用
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ

て
地
区
の
農
協
に
運
び
、
そ
こ
か
ら

志
布
志
市
の『
県
経
済
連
大
隅
野
菜

輸
送
基
地
選
果
場
』へ
運
ば
れ
ま
す
。

こ
こ
で
大
隅
の
４
農
協
か
ら
集
ま
っ

た
ご
ぼ
う
が
、
洗
浄
、
選
果
、
袋
詰

め
さ
れ
、『
大
隅
ご
ぼ
う
団
地
』
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
県
内
や
東
京
な
ど

の
大
都
市
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
『
サ
ラ
ダ
ご
ぼ
う
』は
、
一
年
の
中

で
も
秋
か
ら
冬
が
最
も
柔
ら
か
く
香

り
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
名
の
通
り
サ
ラ
ダ
で
食
べ
る
の
が

お
勧
め
で
、
皮
を
む
い
て
千
切
り
し

た
後
、
軽
く
湯
通
し
し
て
か
ら
、
お

好
み
で
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ツ
ナ
な
ど
と

和あ

え
れ
ば
完
成
で
す
。
他
に
も
て
ん

ぷ
ら
や
素
揚
げ
な
ど
素
材
の
味
を
生

か
し
た
調
理
法
が
向
い
て
い
ま
す
。

　

ご
ぼ
う
に
は
食
物
繊
維
や
多
糖
類

の
イ
ヌ
リ
ン
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
お
り
、
便
秘
の
解
消
や
動
脈
硬
化

の
予
防
、
血
糖
値
を
下
げ
る
な
ど
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。
大
隅
で
育
っ
た

風
味
豊
か
な『
サ
ラ
ダ
ご
ぼ
う
』
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
」

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
原
産
で
中
国
か

ら
薬
草
と
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
ご

ぼ
う
。
食
用
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時

代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
で
、
今

で
は
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
野
菜
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
輝
北

町
の
ご
ぼ
う
生
産
農
家
で
、
県
内
の

農
協
で
組
織
す
る「
新
ご
ぼ
う
専
門

委
員
会
」
の
委
員
長
を
務
め
る
新
城

等
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
大
隅
半
島
は
県
内
で
も
ご
ぼ
う

の
生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
す
が
、
中

で
も
鹿
屋
市
は
県
内
の
生
産
量
の
約

4
割
を
占
め
る
一
大
産
地
で
す
。
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いけのうえ 

市内各小・中学校標準服取扱店

小学生・中学生制服の

お早めにご来店ください。

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

©2007 TOMY

新中学生制服採寸受付中!新中学生制服採寸受付中!

採寸特価セール実施中!!

調理補助・調理業務

エムエフエス株式会社 ℡0994-46-2683
《担当／佐藤正也》

年齢不問

〒891-2396 鹿屋市花里町赤崩
国立大隅青少年

自然の家 内レストラン

勤
務
地

〒893-0131 鹿屋市上高隈町 3811-1
鹿児島県アジア・太平洋

農村研修センター 内レストラン

未経験者
歓迎

交通費
実費支給

短期学生アルバイト
募集中

〈仕事内容〉厨房作業およびホール作業
〈　時　間　〉①  6:00 ～ 10:00　②10:00 ～ 15:00
　　　　　③16:00 ～ 20:00
〈　時　給　〉800 円～　　　〈休日〉シフト制

南九州建設労災センター（井之上社会保険労務士事務所内）
TEL0994-32-5841垂水市松原町36番地 

　　　　　病院の治療費無料
入院時の賃金補償、障害年金
葬祭費用、遺族年金支給

補償内容

※初年度のみ入会金5,000円別途必要

39,740円～
※別途手続き費用不要

〈一人親方の労災保険についてお気軽にご相談・お問合せください〉

おひとり又はご家族で、建設業のお仕事をされている方が
仕事中にケガをされた時、補償されます!!

あなたも国の労災保険に加入できます

１年間の保険料（年会費含む）

一人親方労災保険厚生労働省認可 

代表 井之上　正 

〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）
（有）池田大仏堂グループ

ペット葬祭・霊園

むーみん
夢眠

http://kanoya-pet.com/

平
成
29年

２
月
13日

発
行
　
№
267　

（
通
常
版
13日
・
お
知
ら
せ
版
28日

発
行
）

発
行
／
鹿
屋
市
　
編
集
／
市
長
公
室
政
策
推
進
課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱綜合印刷 

☎ 0994-43-2093
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鹿
屋
市
役
所
　
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
　
☎
0994-43-2111

吾
平
総
合
支
所
　
吾
平
町
麓
3317

番
地
　
　
　
　
☎
0994-58-7111

輝
北
総
合
支
所
　
輝
北
町
上
百
引
3914

番
地
　
　
☎
099-486-1111

串
良
総
合
支
所
　
串
良
町
岡
崎
2081

番
地
　
　
　
☎
0994-63-3111
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